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　新
潟
県
唯
一
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
が
魚
沼
市
に
あ
る
。

　マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
昭
和

50
年
代
初
め
福
井
県
の
あ
る

職
員
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
考
案
し
た
。

当
時
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
用

具
を
利
用
し
て
い
た
が
現
在

は
専
用
の
用
具
が
考
案
さ
れ

て
い
る
。

　さ
ほ
ど
体
力
は
必
要
で
は

な
く
、
野
原
や
高
原
の
広
い

敷
地
に
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

る
。
中
に
は
林
間
コ
ー
ス
も

あ
る
。
ル
ー
ル
は
い
た
っ
て

簡
単
で
、
ゴ
ル
フ
に
近
い
。

少
な
い
打
数
で
カ
ッ
プ
イ
ン

す
る
だ
け
で
あ
る
。
全
国
大

会
や
北
信
越
地
区
な
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　発
祥
は
福
井
県
だ
が
、
長

野
県
で
急
速
に
普
及
し
全
国

に
広
ま
っ
た
。
長
野
県
で
は

全
市
町
村
に
１
つ
以
上
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
県
民
が

プ
レ
ー
し
て
い
る
。
健
康
寿

命
が
男
女
と
も
全
国
１
位
で

あ
る
の
も
頷
け
る
。

　若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
一
度
は
体
験
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　（富
永
三
千
敏
）

あ
と
が
き

　２会場に分かれて開催します。

　１人１人と向き合って率直なご意見をお聞きし、今後の議会活動に反映
していきます。
　予約不要ですので直接会場にお越しください。
　参加すると行政ポイント50ポイントが付与されます。

10/31

※当日はこの議会だよりをお持ちください。

日　　時

10月31日㈭
午後７時から
午後８時30分

地　　域

湯之谷地域

入広瀬地域

宇津野集落
開発センター

穴沢
ふれあい会館

会　　場 内　　　　容

【第１部】 議案の報告、質疑など

【第２部】 意見交換会

市
民
の
声

● 

字
数
３
０
０
字
程
度

● 

住
所
・
氏
名
︵
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
︶

送り先

魚
沼
市
議
会
事
務
局

〒
９
４
６
｜

８
６
０
１

魚
沼
市
小
出
島
９
１
０
番
地

﹁
市
民
の
声
﹂の

　
　
　  

原
稿
を
募
集
し
ま
す

・定例会・補正予算・議案賛否の状況

・令和５年度決算審査

・決算審査特別委員会質疑

・反対・賛成討論

・聞かせて！ あなたの声「Vo i ce」

・一般質問

・常任・特別委員会報告

・行政視察報告

・市民の声・議会TOP ICS・あとがき
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こんにちは

魚沼市議会です

令和6年

第3回定例会
No.87

C o n t e n t s

二
分

　薄
井

　洋
一
さ
ん

佐
梨

阿
達

　孝
裕
さ
ん

　初
め
ま
し
て
、
私
は
中
学
生
・
小
学
生

の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
、
一

緒
に
体
を
動
か
し
て
、
遊
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
す
。
中
学
生
の
次

男
坊
が
卓
球
に
興
味
を
持
ち
、
真
剣
に
部

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
す
が
、

「
部
活
動
地
域
移
行
」
で
、
学
校
で
の
放

課
後
部
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
地

域
の
サ
ー
ク
ル
や
、
大
人
た
ち
と
一
緒
に

技
術
を
学
ぶ
と
い
う
動
き
に
代
わ
っ
て
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
困
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
一
つ
に
、
現
場
ま
で
の
送
迎
で

す
。
両
親
共
働
き
の
時
代
に
、
送
迎
が
な

い
と
や
り
た
い
卓
球
が
で
き
な
い
と
い
う

問
題
で
す
。
部
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
学
校
の

友
達
と
で
き
な
く
な
る
の
は
、
目
的
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

大
会
で
勝
つ
た
め
に
練
習
に
励
む
と
い
う

考
え
で
は
な
い
子
も
い
ま
す
。
同
じ
時
間

を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
い
う
子
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？ 

学
校
に
指
導
者
か
ら
来
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
優
先
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　こ
の
地
を
知
り
通
い
続
け
て
30
年
、
東

京
か
ら
移
住
し
て
８
年
。
守
門
岳
を
眺
め

な
が
ら
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
魚
沼
で
の
生

活
は
、
す
っ
か
り
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ふ
る
さ
と
で
一
生
過

ご
そ
う
と
、
お
米
も
無
農
薬
天
日
干
し
で

育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

ふ
る
さ
と
を
一
瞬
で
奪
う
の
が
原
発
事
故

で
す
。
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
と

て
つ
も
な
い
被
害
が
あ
り
、
今
で
も
核
燃

料
を
冷
や
し
続
け
る
た
め
に
大
量
の
放
射

能
汚
染
水
を
海
に
捨
て
て
い
ま
す
。
原
発

と
の
共
存
は
で
き
な
い
の
に
、
今
ま
た
柏

崎
刈
羽
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
い
く
ら
立
派
な
高
速
道
路
を
造

っ
て
も
原
発
事
故
が
起
き
て
し
ま
え
ば
、

放
射
能
汚
染
に
よ
り
ど
こ
へ
逃
げ
て
も
避

難
す
る
場
所
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。
大
切

な
ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
声
を
あ
げ
後
世
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ
な
い
意
思
表
示
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

魚沼BBQもつ焼き大会

只見線応援もみ殻アート

市制施行20周年記念ポロシャツ着用

（第３会定例会本会議において）

議会TOPICS

−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）
−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）
−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）

市制20周年おめでとう市制20周年おめでとう
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主　　な　　内　　容計

375億7,660万円

補　正　額

8億5,090万円

補正前の額

令和６年度
魚沼市一般会計
補正予算
（第２号）

367億2,570万円

1億7,250万円90万円

令和６年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第２号）

1億7,160万円

新型コロナウイルスワクチン定期接種に
要する経費、消融雪用井戸ポンプ等の修
繕経費、消防庁舎敷地南側に造成するヘ
リポート関連経費の追加、前年度繰越金
が確定したことに伴う積立てなど

守門診療所テナント室貸付に伴い必要な
修繕と不用物品の処分に要する経費

52億8,130万円2億1,530万円

令和６年度
魚沼市介護保険
特別会計補正予算
（第１号）

50億6,600万円
令和５年度事業の確定に伴う歳入・歳出
の追加、事業執行に伴う予算科目の組み
替えに係るもの

376億260万円2,600万円
令和６年度
魚沼市一般会計
補正予算（第３号）

375億7,660万円 衆議院議員総選挙に伴う関係経費

　令和６年第３回定例会が、９月５日から10月４日までの30日間の会期で開催されました。
今定例会では、補正予算関係４件（一般会計２件、国民健康保険特会１件、介護保険特会１件）、条例関係６件、
その他案件として魚沼市生涯学習センター建築工事請負契約の変更についてのほか３件が提案され、いずれ
も原案可決となりました。
　９月18日、19日には、14人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　また、９月24日から３日間にわたり、会計決算審査特別委員会による令和５年度会計決算の審査を行い、
次年度以降の予算に反映すべく白熱した議論が展開されました。詳細は５ページ「決算審査特別委員会Q＆
A 」を参照ください。
　10月４日の最終日には、市長提案の議案を全て可決し、議員発議の魚沼市議会の個人情報の保護に関す
る条例の一部改正についてを可決しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※議案賛否の結果は、２〜３ページをご覧ください。

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

第３回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等

議案
第103号

令和５年度魚沼市ガス事業会計決算の認
定について

議案
第104号

令和５年度魚沼市水道事業会計決算の認
定について

議案
第105号

令和５年度魚沼市下水道事業会計決算の
認定について

議案
第107号

◎
令和６年度魚沼市一般会計補正予算

（第２号）

議案
第108号

◎
令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

議案
第109号

◎
令和６年度魚沼市介護保険特別会計補正
予算（第１号）

議案
第119号

◎
令和６年度魚沼市一般会計補正予算

（第３号）

発議
第４号

魚沼市議会の個人情報の保護に関する条
例の一部改正について

決

　
　
　
　
　算

予

　
　
　
　
　
　算

議案
第97号

令和５年度魚沼市一般会計決算の認定に
ついて

議案
第98号

令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計
決算の認定について

議案
第99号

令和５年度魚沼市後期高齢者医療特別会
計決算の認定について

決

　
　
　
　
　算

議案
第100号

令和５年度魚沼市介護保険特別会計決算
の認定について

議案
第101号

令和５年度魚沼市工業団地造成事業特別
会計決算の認定について

議案
第102号

令和５年度魚沼市病院事業会計決算の認
定について

決

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

発
議

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

第３回定例会報告第３回定例会報告

議

決

結

果

議
案
番
号
等

富
永
三
千
敏

高
野
甲
子
雄

星

　
　直
樹

本
田

　
　篤

佐
藤

　
　肇

佐
藤

　敏
雄

大
桃

　俊
彦

大
平

　恭
児

渡
辺

　一
美

関
矢

　孝
夫

佐
藤

　達
雄

浅
井

　宏
昭

森
島

　守
人

星
野
み
ゆ
き

賛

　
　成

反

　
　対

志
田

　
　貢

遠
藤

　徳
一

桑
原

　郁
夫

横
山

　正
樹

魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

議案
第116号

◎
魚沼市生涯学習センター建築工事請負契
約の変更について

（工事費の変更に伴うもの）

議案
第117号

◎
四日町排水ポンプ場排水圧送管・堤外水路
設置工事請負契約の締結について

（予定価格が１億5,000万円以上の契約）

議案
第106号

◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号 小出郷福祉センター等解体
撤去工事請負契約の変更について）

（議案誤りにより再議決が必要となり、工事
の進　を考慮し現場対応等を可及的速やかに
行う必要があったため専決処分を行ったもの）

◎

◎

◎

◎

議案
第115号

健康保険証の制度改正に伴う関係条例の
整理について

（行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の改正に伴
う関係する条例の改正）

◎

議案
第118号

市道路線の変更について
（老朽化した橋梁の撤去に伴う市道路線の起
終点等の変更）

◎

議案
第114号

魚沼市ひとり親家庭等の医療費助成に関
する条例の一部改正について

（食材費の高騰等による入院時の食費等に係
る自己負担額の引上げに対応するため、入院
時生活療養費標準負担額の助成額等の改正）

◎

議案
第113号

魚沼市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

（国の改正に伴う保育士等の配置基準の改正）

◎

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第110号

魚沼市監査委員条例の一部改正について
（地方自治法の改正により、引用条項の改正）

議案
第111号

魚沼市情報通信技術を活用した行政の推
進等に関する条例及び魚沼市入湯税条例
の一部改正について

（上位法等の改正により、引用条項の改正）

議案
第112号

魚沼市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部改正について

（福祉、介護及び子育てに関する給付等の事
務において、マイナンバーによる保険資格の
確認を開始すること等に伴う改正）

◎

◎

◎

○

◎

○

◎

◎

◎
2

3

15

14

原案可決

原案可決

議案第98号

議案第99号

※

※

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

第３回定例会補正予算第３回定例会補正予算
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375億7,660万円

補　正　額

8億5,090万円

補正前の額

令和６年度
魚沼市一般会計
補正予算
（第２号）

367億2,570万円

1億7,250万円90万円

令和６年度
魚沼市国民健康保険
特別会計補正予算
（第２号）

1億7,160万円

新型コロナウイルスワクチン定期接種に
要する経費、消融雪用井戸ポンプ等の修
繕経費、消防庁舎敷地南側に造成するヘ
リポート関連経費の追加、前年度繰越金
が確定したことに伴う積立てなど

守門診療所テナント室貸付に伴い必要な
修繕と不用物品の処分に要する経費

52億8,130万円2億1,530万円

令和６年度
魚沼市介護保険
特別会計補正予算
（第１号）

50億6,600万円
令和５年度事業の確定に伴う歳入・歳出
の追加、事業執行に伴う予算科目の組み
替えに係るもの

376億260万円2,600万円
令和６年度
魚沼市一般会計
補正予算（第３号）

375億7,660万円 衆議院議員総選挙に伴う関係経費

　令和６年第３回定例会が、９月５日から10月４日までの30日間の会期で開催されました。
今定例会では、補正予算関係４件（一般会計２件、国民健康保険特会１件、介護保険特会１件）、条例関係６件、
その他案件として魚沼市生涯学習センター建築工事請負契約の変更についてのほか３件が提案され、いずれ
も原案可決となりました。
　９月18日、19日には、14人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　また、９月24日から３日間にわたり、会計決算審査特別委員会による令和５年度会計決算の審査を行い、
次年度以降の予算に反映すべく白熱した議論が展開されました。詳細は５ページ「決算審査特別委員会Q＆
A 」を参照ください。
　10月４日の最終日には、市長提案の議案を全て可決し、議員発議の魚沼市議会の個人情報の保護に関す
る条例の一部改正についてを可決しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※議案賛否の結果は、２〜３ページをご覧ください。

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

第３回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案

番号等

議案
第103号

令和５年度魚沼市ガス事業会計決算の認
定について

議案
第104号

令和５年度魚沼市水道事業会計決算の認
定について

議案
第105号

令和５年度魚沼市下水道事業会計決算の
認定について

議案
第107号

◎
令和６年度魚沼市一般会計補正予算

（第２号）

議案
第108号

◎
令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

議案
第109号

◎
令和６年度魚沼市介護保険特別会計補正
予算（第１号）

議案
第119号

◎
令和６年度魚沼市一般会計補正予算

（第３号）

発議
第４号

魚沼市議会の個人情報の保護に関する条
例の一部改正について

決

　
　
　
　
　算

予

　
　
　
　
　
　算

議案
第97号

令和５年度魚沼市一般会計決算の認定に
ついて

議案
第98号

令和５年度魚沼市国民健康保険特別会計
決算の認定について

議案
第99号

令和５年度魚沼市後期高齢者医療特別会
計決算の認定について

決

　
　
　
　
　算

議案
第100号

令和５年度魚沼市介護保険特別会計決算
の認定について

議案
第101号

令和５年度魚沼市工業団地造成事業特別
会計決算の認定について

議案
第102号

令和５年度魚沼市病院事業会計決算の認
定について

決

　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　
　例

発
議

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

第３回定例会報告第３回定例会報告

議

決

結

果

議
案
番
号
等

富
永
三
千
敏

高
野
甲
子
雄

星

　
　直
樹

本
田

　
　篤

佐
藤

　
　肇

佐
藤

　敏
雄

大
桃

　俊
彦

大
平

　恭
児

渡
辺

　一
美

関
矢

　孝
夫

佐
藤

　達
雄

浅
井

　宏
昭

森
島

　守
人

星
野
み
ゆ
き

賛

　
　成

反

　
　対

志
田

　
　貢

遠
藤

　徳
一

桑
原

　郁
夫

横
山

　正
樹

魚沼大地クラブ 魚沼クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属
なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議案賛否の状況

議案
第116号

◎
魚沼市生涯学習センター建築工事請負契
約の変更について

（工事費の変更に伴うもの）

議案
第117号

◎
四日町排水ポンプ場排水圧送管・堤外水路
設置工事請負契約の締結について

（予定価格が１億5,000万円以上の契約）

議案
第106号

◎

専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号 小出郷福祉センター等解体
撤去工事請負契約の変更について）

（議案誤りにより再議決が必要となり、工事
の進　を考慮し現場対応等を可及的速やかに
行う必要があったため専決処分を行ったもの）

◎

◎

◎

◎

議案
第115号

健康保険証の制度改正に伴う関係条例の
整理について

（行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の改正に伴
う関係する条例の改正）

◎

議案
第118号

市道路線の変更について
（老朽化した橋梁の撤去に伴う市道路線の起
終点等の変更）

◎

議案
第114号

魚沼市ひとり親家庭等の医療費助成に関
する条例の一部改正について

（食材費の高騰等による入院時の食費等に係
る自己負担額の引上げに対応するため、入院
時生活療養費標準負担額の助成額等の改正）

◎

議案
第113号

魚沼市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

（国の改正に伴う保育士等の配置基準の改正）

◎

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

議案
第110号

魚沼市監査委員条例の一部改正について
（地方自治法の改正により、引用条項の改正）

議案
第111号

魚沼市情報通信技術を活用した行政の推
進等に関する条例及び魚沼市入湯税条例
の一部改正について

（上位法等の改正により、引用条項の改正）

議案
第112号

魚沼市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部改正について

（福祉、介護及び子育てに関する給付等の事
務において、マイナンバーによる保険資格の
確認を開始すること等に伴う改正）

◎

◎

◎

○

◎

○

◎

◎

◎
2

3

15

14

原案可決

原案可決

議案第98号

議案第99号

※

※

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

第３回定例会補正予算第３回定例会補正予算
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【特別会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　 引

【企業会計】歳入（収入） 歳出（支出） 差　 引

国民健康
保険

後期高齢者医療

介護保険

工業団地造成事業

事業勘定

直営診療所施設勘定

33億619万8千円

1億8,090万7千円

9億117万5千円

50億7,265万4千円

367万5千円

32億8,160万2千円

1億8,032万7千円

8億9,877万3千円

48億5,264万8千円

187万3千円

2,459万6千円

58万円

240万2千円

2億2,000万6千円

180万2千円

下水道
事業

水道
事業

ガス
事業

病院
事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

9億4,839万8千円

4億4,179万1千円

18億4,384万5千円

0円

8億7,033万8千円

2億840万円

22億9,735万3千円

5億6,504万1千円

8億9,003万4千円

4億8,822万9千円

18億584万円

1億3,483万3千円

7億5,658万4千円

6億4,422万円

22億1,321万円

15億6,548万円

5,836万4千円

▲4,643万8千円

3,800万5千円

▲1億3,483万3千円

1億1,375万4千円

▲4億3,582万円

8,414万3千円

▲10億43万9千円

351億4,507万6千円

338億6,929万9千円

351億4,507万6千円

338億6,929万9千円

351億4,507万6千円歳入

12億7 ,577万7千円

総務費総務費総務費 その他その他その他諸支出金諸支出金諸支出金公債費公債費公債費教育費教育費教育費消防費消防費消防費土木費土木費土木費商工費商工費商工費農林水産業費農林水産業費農林水産業費衛生費衛生費衛生費民生費民生費民生費

依存財源とは…

地方交付税、市が借り入れた地方債など、
ほかから調達するお金
〔地方交付税、国県支出金、市債、譲与税等〕

市税や使用料など市が独自に収入できるお金
〔市税、繰入金、寄附金、諸収入等〕

自主財源とは…

管理事務、戸
籍、徴税、選
挙、人事、広
報 発 行 に 要
する経費

議会活動、災
害復旧、労働
福 祉 な ど に
要する経費

基 金 へ の 積
立 な ど に 要
する経費

市 が 借 り 入
れ た 地 方 債
の 元 利 償 還
金額

学校、幼稚園
な ど の 施 設
整 備 や 教 育
内 容 の 充 実
に要する経費

消防、救急業
務 や 防 災 に
要 す る 経 費
　

道路、橋りょ
う 、河 川 、水
路、公園、市営
住宅などに要
する経費

商工業、観光
の 振 興 に 要
する経費

農業委員会、
農業振興、土
地 改 良 事 業
な ど に 要 す
る経費

健 康 で 衛 生
的 な 生 活 環
境 を 保 持 す
る た め の 経
費

安 定 し た 社
会 生 活 を 保
障 す る た め
の経費

　９月定例会は通称「決算議会」ともいわれ、定例会中に会計決算審査特別委員会（佐藤肇委員長）

を設置し、９月24日から26日までの３日間にわたり令和５年度会計を審査しました。

どのように使われた？ 私たちのお金

議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

約3億円
（1％）

約10億円
（3％）

約16億円
（5％）

約32億円
（9％）

約40億円
（12％）

約70億円
（21％）

約40億円
（12％）

約33億円
（10％）

令和5年度会計

特別会計・企業会計

一般会計

差　引

　委員会では、一般会計のほか、特別会計４件、企
業会計４件の９会計について、市長、教育長、担当
部局に対し質疑を行い、予算が計画的かつ効果的に
執行されたか、次年度予算にどう反映するか、審議
を重ねました。その結果、いずれの会計も適正と判
断し認定しました。これからも市民の声を生かした
予算執行となるよう魚沼市議会としても務めてまい
ります。皆様の声をお寄せください。

歳出

「決算審査」のながれ

令
和
５
年
度
事
業
が
終
了

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

９
月
定
例
会

会
計
管
理
者
に
よ
る
決
算
調
製
後
、

会
計
管
理
者
が
決
算
と
関
係
書
類
を

市
長
に
提
出

令
和
５
年
度
決
算
議
案
を
市
長
が

議
会
に
提
出

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

出
納
整
理
期
間

前
会
計
年
度
末
ま
で
に
確
定
し
た
債
権

債
務
に
つ
い
て
、現
金
の
未
収
未
払
の

整
理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
期
間

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

※

委
員
会
で
の
質
疑
は

　５
〜
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

採
決

　決
算
を
認
定

313月 日410月 日 4〜5月5日9月24〜269月 日

338億6,929万9千円

自主財源

約132億円
（38％）

依存財源

約219億円
（62％）

約21億円
（6％） 壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

決算審査決算審査

約36億円
（10％）

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

約38億円
（11％）

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

Ｑ

Ａ
＆

佐藤肇委員長

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
利
用
は
、
８
店

　
　
　舗
41
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　観
光
案
内
等
の
看
板
が
劣
化
し

　
　
　て
い
る
。
こ
れ
か
ら
補
修
作
業
等

は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　現
時
点
で
市
の
設
置
し
て
い
る

　
　
　看
板
等
の
補
修
予
定
は
な
い
が
、

中
原
地
内
に
設
置
し
て
い
る
看
板
を
次
年

度
以
降
、
来
訪
客
を
歓
迎
す
る
内
容
に
改

め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　本
来
の
役
割
以
外
で
お
願
い
し

　
　
　て
い
る
活
動
は
赤
い
羽
根
協
同
募

金
の
取
り
ま
と
め
以
外
で
あ
る
か
。

　
　
　
　市
が
主
催
す
る
会
議
や
、
地
域

　
　
　行
事
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　

 

担
い
手
不
足
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　定
年
退
職
後
も
働
き
続
け
る
人

　
　
　が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
要
因
が
大

き
い
。
ま
た
、
地
域
内
に
お
い
て
民
生
委

員
活
動
へ
の
理
解
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　魚
沼
市
で
の
空
き
家
バ
ン
ク
開

　
　
　設
以
来
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
の

延
べ
登
録
件
数
、成
約
済
件
数
は
ど
う
か
。

制
度
の
周
知
は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

　
　
　る
が
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
登

録
件
数
は
44
件
、
成
約
件
数
は
17
件
で
あ

る
。
家
の
終
活
ガ
イ
ド
と
い
う
冊
子
を
作

り
、
配
布
に
あ
わ
せ
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
周
知
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　納
税
者
の
中
か
ら
希
望
者
に
発

　
　
　行
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
住

民
票
」
は
、
今
年
度
何
件
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
今
ま
で
の
総
数
は
何
人
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
申
込
件
数
は
１

　
　
　４
０
件
で
、
今
ま
で
の
総
数
は
９

７
５ 

件
で
あ
る
。

　
　
　
　「ふ
る
さ
と
応
援
住
民
票
」
発

　
　
　行
者
に
よ
る
利
用
頻
度
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

　
　
　
　介
護
現
場
で
前
年
度
と
比
較
し
、

　
　
　新
規
就
業
者
と
離
職
者
の
状
況
、

人
材
不
足
の
原
因
と
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
調
査
の
令
和
４
年

　
　
　度
分
の
数
値
で
、新
規
雇
用
90
人
、

退
職
・
離
職
者
１
０
９
人
で
あ
る
。
市
だ

け
で
は
な
く
全
国
的
に
大
変
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
県
内
他
の
自
治
体
に
負
け
な

い
人
材
確
保
支
援
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
粘
り
強
く
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
は
少
雪
で
屋
根
雪

　
　
　除
雪
の
稼
働
が
な
い
事
業
者
が
い

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
高
齢
者
世
帯
等

に
対
し
て
の
除
雪
援
助
は
、
今
後
も
必
要

な
事
業
で
あ
る
、
請
け
負
っ
て
い
る
事
業

者
や
雇
用
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　少
雪
時
の
待
機
料
的
な
こ
と
だ

　
　
　と
思
う
が
、
高
齢
者
の
方
が
安
心

し
て
こ
の
魚
沼
で
生
活
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
こ
の
除
雪
体
制
を
維
持
、
継
続
で
き

る
課
題
に
つ
い
て
の
、
対
応
方
策
を
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　診
療
所
新
規
開
業
等
支
援
事
業

　
　
　補
助
金
交
付
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　制
度
を
活
用
し
、
小
児
科
と
整

　
　
　形
外
科
が
開
業
し
た
。
内
訳
は
、

開
業
等
奨
励
金
が
１
件
で
１
，
０
０
０ 

万
円
、
施
設
整
備
費
及
び
建
物
改
修
費
補

助
金
が
２
件
で
７
，
４
１
８
万
２
千
円
、

賃
借
料
補
助
金
が
57 
万
６
千
円
で
あ
る
。

　
　
　
　歯
科
診
療
所
の
開
業
に
お
い
て

　
　
　も
同
様
な
制
度
設
計
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　市
内
歯
科
診
療
所
の
現
状
を
踏

　
　
　ま
え
、
今
後
調
査
、
研
究
を
し
て

い
く
。

　
　
　
　接
種
者
数
の
中
で
キ
ャ
ッ
チ

　
　
　ア
ッ
プ
接
種
者
数
は
ど
の
位
か
。

　
　
　
　15
歳
以
上
の
方
で
３
回
接
種
が

　
　
　必
要
で
、
令
和
５
年
度
実
績
と
し

て
、
１
回
目
が
１
１
９
人
、
２
回
目
が
１

１
４
人
、
３
回
目
が
１
０
２ 

人
で
あ
る
。

　
　
　
　接
種
者
数
の
中
で
外
国
人
接
種

　
　
　者
数
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
者

数
は
何
人
か
。

　
　
　
　集
計
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

　
　
　人
数
を
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　令
和
７
年
３
月
22
日
で
接
種
終

　
　
　了
と
な
る
が
効
果
的
な
接
種
勧
奨

の
検
討
を
し
な
い
か
。
　

問問 問 答答

答答答答

答答

答答 答 答

一
般
会
計

問問問

問問問

問問問問

︹ 

歳

　出 

︺

●
移
住
定
住
促
進
事
業

総
務
費

●
ふ
る
さ
と
結
基
金
事
業

●
民
生
委
員
活
動
事
業

民
生
費

●
地
域
医
療
対
策
事
業

衛
生
費

●
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

●
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
変
更
事
業

●
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

子
宮
頸
が
ん
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︶
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

●
感
染
症
対
策
事
業
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【特別会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　 引

【企業会計】歳入（収入） 歳出（支出） 差　 引

国民健康
保険

後期高齢者医療

介護保険

工業団地造成事業

事業勘定

直営診療所施設勘定

33億619万8千円

1億8,090万7千円

9億117万5千円

50億7,265万4千円

367万5千円

32億8,160万2千円

1億8,032万7千円

8億9,877万3千円

48億5,264万8千円

187万3千円

2,459万6千円

58万円

240万2千円

2億2,000万6千円

180万2千円

下水道
事業

水道
事業

ガス
事業

病院
事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

9億4,839万8千円

4億4,179万1千円

18億4,384万5千円

0円

8億7,033万8千円

2億840万円

22億9,735万3千円

5億6,504万1千円

8億9,003万4千円

4億8,822万9千円

18億584万円

1億3,483万3千円

7億5,658万4千円

6億4,422万円

22億1,321万円

15億6,548万円

5,836万4千円

▲4,643万8千円

3,800万5千円

▲1億3,483万3千円

1億1,375万4千円

▲4億3,582万円

8,414万3千円

▲10億43万9千円

351億4,507万6千円

338億6,929万9千円

351億4,507万6千円

338億6,929万9千円

351億4,507万6千円歳入

12億7 ,577万7千円

総務費総務費総務費 その他その他その他諸支出金諸支出金諸支出金公債費公債費公債費教育費教育費教育費消防費消防費消防費土木費土木費土木費商工費商工費商工費農林水産業費農林水産業費農林水産業費衛生費衛生費衛生費民生費民生費民生費

依存財源とは…

地方交付税、市が借り入れた地方債など、
ほかから調達するお金
〔地方交付税、国県支出金、市債、譲与税等〕

市税や使用料など市が独自に収入できるお金
〔市税、繰入金、寄附金、諸収入等〕

自主財源とは…

管理事務、戸
籍、徴税、選
挙、人事、広
報 発 行 に 要
する経費

議会活動、災
害復旧、労働
福 祉 な ど に
要する経費

基 金 へ の 積
立 な ど に 要
する経費

市 が 借 り 入
れ た 地 方 債
の 元 利 償 還
金額

学校、幼稚園
な ど の 施 設
整 備 や 教 育
内 容 の 充 実
に要する経費

消防、救急業
務 や 防 災 に
要 す る 経 費
　

道路、橋りょ
う 、河 川 、水
路、公園、市営
住宅などに要
する経費

商工業、観光
の 振 興 に 要
する経費

農業委員会、
農業振興、土
地 改 良 事 業
な ど に 要 す
る経費

健 康 で 衛 生
的 な 生 活 環
境 を 保 持 す
る た め の 経
費

安 定 し た 社
会 生 活 を 保
障 す る た め
の経費

　９月定例会は通称「決算議会」ともいわれ、定例会中に会計決算審査特別委員会（佐藤肇委員長）

を設置し、９月24日から26日までの３日間にわたり令和５年度会計を審査しました。

どのように使われた？ 私たちのお金

議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

約3億円
（1％）

約10億円
（3％）

約16億円
（5％）

約32億円
（9％）

約40億円
（12％）

約70億円
（21％）

約40億円
（12％）

約33億円
（10％）

令和5年度会計

特別会計・企業会計

一般会計

差　引

　委員会では、一般会計のほか、特別会計４件、企
業会計４件の９会計について、市長、教育長、担当
部局に対し質疑を行い、予算が計画的かつ効果的に
執行されたか、次年度予算にどう反映するか、審議
を重ねました。その結果、いずれの会計も適正と判
断し認定しました。これからも市民の声を生かした
予算執行となるよう魚沼市議会としても務めてまい
ります。皆様の声をお寄せください。

歳出

「決算審査」のながれ

令
和
５
年
度
事
業
が
終
了

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

９
月
定
例
会

会
計
管
理
者
に
よ
る
決
算
調
製
後
、

会
計
管
理
者
が
決
算
と
関
係
書
類
を

市
長
に
提
出

令
和
５
年
度
決
算
議
案
を
市
長
が

議
会
に
提
出

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

出
納
整
理
期
間

前
会
計
年
度
末
ま
で
に
確
定
し
た
債
権

債
務
に
つ
い
て
、現
金
の
未
収
未
払
の

整
理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
期
間

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

※

委
員
会
で
の
質
疑
は

　５
〜
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

採
決

　決
算
を
認
定

313月 日410月 日 4〜5月5日9月24〜269月 日

338億6,929万9千円

自主財源

約132億円
（38％）

依存財源

約219億円
（62％）

約21億円
（6％） 壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

決算審査決算審査

約36億円
（10％）

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

約38億円
（11％）

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

Ｑ

Ａ
＆

佐藤肇委員長

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
利
用
は
、
８
店

　
　
　舗
41
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　観
光
案
内
等
の
看
板
が
劣
化
し

　
　
　て
い
る
。
こ
れ
か
ら
補
修
作
業
等

は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　現
時
点
で
市
の
設
置
し
て
い
る

　
　
　看
板
等
の
補
修
予
定
は
な
い
が
、

中
原
地
内
に
設
置
し
て
い
る
看
板
を
次
年

度
以
降
、
来
訪
客
を
歓
迎
す
る
内
容
に
改

め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　本
来
の
役
割
以
外
で
お
願
い
し

　
　
　て
い
る
活
動
は
赤
い
羽
根
協
同
募

金
の
取
り
ま
と
め
以
外
で
あ
る
か
。

　
　
　
　市
が
主
催
す
る
会
議
や
、
地
域

　
　
　行
事
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　

 

担
い
手
不
足
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　定
年
退
職
後
も
働
き
続
け
る
人

　
　
　が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
要
因
が
大

き
い
。
ま
た
、
地
域
内
に
お
い
て
民
生
委

員
活
動
へ
の
理
解
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　魚
沼
市
で
の
空
き
家
バ
ン
ク
開

　
　
　設
以
来
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
の

延
べ
登
録
件
数
、成
約
済
件
数
は
ど
う
か
。

制
度
の
周
知
は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

　
　
　る
が
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
登

録
件
数
は
44
件
、
成
約
件
数
は
17
件
で
あ

る
。
家
の
終
活
ガ
イ
ド
と
い
う
冊
子
を
作

り
、
配
布
に
あ
わ
せ
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
周
知
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　納
税
者
の
中
か
ら
希
望
者
に
発

　
　
　行
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
住

民
票
」
は
、
今
年
度
何
件
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
今
ま
で
の
総
数
は
何
人
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
の
申
込
件
数
は
１

　
　
　４
０
件
で
、
今
ま
で
の
総
数
は
９

７
５ 

件
で
あ
る
。

　
　
　
　「ふ
る
さ
と
応
援
住
民
票
」
発

　
　
　行
者
に
よ
る
利
用
頻
度
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

　
　
　
　介
護
現
場
で
前
年
度
と
比
較
し
、

　
　
　新
規
就
業
者
と
離
職
者
の
状
況
、

人
材
不
足
の
原
因
と
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
調
査
の
令
和
４
年

　
　
　度
分
の
数
値
で
、新
規
雇
用
90
人
、

退
職
・
離
職
者
１
０
９
人
で
あ
る
。
市
だ

け
で
は
な
く
全
国
的
に
大
変
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
県
内
他
の
自
治
体
に
負
け
な

い
人
材
確
保
支
援
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
粘
り
強
く
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
は
少
雪
で
屋
根
雪

　
　
　除
雪
の
稼
働
が
な
い
事
業
者
が
い

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
高
齢
者
世
帯
等

に
対
し
て
の
除
雪
援
助
は
、
今
後
も
必
要

な
事
業
で
あ
る
、
請
け
負
っ
て
い
る
事
業

者
や
雇
用
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　少
雪
時
の
待
機
料
的
な
こ
と
だ

　
　
　と
思
う
が
、
高
齢
者
の
方
が
安
心

し
て
こ
の
魚
沼
で
生
活
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
こ
の
除
雪
体
制
を
維
持
、
継
続
で
き

る
課
題
に
つ
い
て
の
、
対
応
方
策
を
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　診
療
所
新
規
開
業
等
支
援
事
業

　
　
　補
助
金
交
付
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　制
度
を
活
用
し
、
小
児
科
と
整

　
　
　形
外
科
が
開
業
し
た
。
内
訳
は
、

開
業
等
奨
励
金
が
１
件
で
１
，
０
０
０ 

万
円
、
施
設
整
備
費
及
び
建
物
改
修
費
補

助
金
が
２
件
で
７
，
４
１
８
万
２
千
円
、

賃
借
料
補
助
金
が
57 

万
６
千
円
で
あ
る
。

　
　
　
　歯
科
診
療
所
の
開
業
に
お
い
て

　
　
　も
同
様
な
制
度
設
計
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　市
内
歯
科
診
療
所
の
現
状
を
踏

　
　
　ま
え
、
今
後
調
査
、
研
究
を
し
て

い
く
。

　
　
　
　接
種
者
数
の
中
で
キ
ャ
ッ
チ

　
　
　ア
ッ
プ
接
種
者
数
は
ど
の
位
か
。

　
　
　
　15
歳
以
上
の
方
で
３
回
接
種
が

　
　
　必
要
で
、
令
和
５
年
度
実
績
と
し

て
、
１
回
目
が
１
１
９
人
、
２
回
目
が
１

１
４
人
、
３
回
目
が
１
０
２ 

人
で
あ
る
。

　
　
　
　接
種
者
数
の
中
で
外
国
人
接
種

　
　
　者
数
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
者

数
は
何
人
か
。

　
　
　
　集
計
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

　
　
　人
数
を
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　令
和
７
年
３
月
22
日
で
接
種
終

　
　
　了
と
な
る
が
効
果
的
な
接
種
勧
奨

の
検
討
を
し
な
い
か
。
　

問問 問 答答

答答答答

答答

答答 答 答

一
般
会
計

問問問

問問問

問問問問

︹ 

歳

　出 

︺

●
移
住
定
住
促
進
事
業

総
務
費

●
ふ
る
さ
と
結
基
金
事
業

●
民
生
委
員
活
動
事
業

民
生
費

●
地
域
医
療
対
策
事
業

衛
生
費

●
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

●
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
変
更
事
業

●
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

子
宮
頸
が
ん
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︶
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

●
感
染
症
対
策
事
業
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　今
年
度
は
新
た
な
取
組
を
検
討

　
　
　し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間

内
に
希
望
す
る
全
て
の
方
が
接
種
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
接
種
勧
奨
の
お

知
ら
せ
は
、
他
自
治
体
で
の
効
果
的
な
接

種
勧
奨
を
参
考
に
、
女
性
の
利
用
者
が
多

い
市
内
ス
ー
パ
ー
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及

び
来
店
者
に
対
す
る
店
内
放
送
に
よ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
呼
び
か
け
な
ど
も
実
施
し
た
。

　
　
　
　ご
み
の
分
別
は
、
ご
み
の
減
量

　
　
　に
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
欠
か
せ
な

い
。
市
民
へ
の
周
知
で
ご
み
の
出
し
方
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
善
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　家
庭
ご
み
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

　
　
　改
編
は
、
令
和
５
年
度
は
行
っ
て

い
な
い
。
新
た
に
事
業
者
向
け
の
ゴ
ミ
の

出
し
方
、
分
け
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
付

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
あ
わ
せ
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
つ
で
も
正
し
い
ご
み
の

分
別
方
法
な
ど
を
確
認
で
き
る
ア
プ
リ

「
エ
コ
う
お
」
で
市
民
へ
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　農
地
を
集
約
し
担
い
手
を
確
保

　
　
　す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
多
面

的
機
能
維
持
の
た
め
、
兼
業
農
家
等
小
規

模
農
家
も
大
切
に
す
る
よ
う
地
域
計
画
策

定
を
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　兼
業
農
家
も
、
地
域
の
農
業
を

　
　
　守
る
大
切
な
担
い
手
と
考
え
る
。

そ
う
い
う
面
も
含
め
て
地
域
計
画
策
定
に

向
け
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　奥
只
見
・
銀
山
平
・
尾
瀬
の
入

　
　
　込
は
ど
の
よ
う
に
カ
ウ
ン
ト
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　奥
只
見
・
銀
山
平
は
、
緑
の
学

　
　
　園
の
利
用
者
数
、
奥
只
見
湖
遊
覧

船
の
乗
船
者
数
に
基
づ
き
算
出
し
て
い

る
。
尾
瀬
は
、
魚
沼
市
観
光
協
会
で
販
売

し
て
い
る
「
尾
瀬
パ
ス
」
の
販
売
数
、
市

内
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
環
境
学
習
参

加
者
数
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　ス
キ
ー
場
の
カ
ウ
ン
ト
数
は
各

　
　
　ス
キ
ー
場
共
通
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　新
潟
県
が
実
施
し
て
い
る
「
ス

　
　
　キ
ー
場
利
用
客
入
込
状
況
調
査
」

の
算
出
方
法
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　防
災
行
政
無
線
等
整
備
事
業
が

　
　
　３
，
６
８
３
万
円
の
増
額
を
し
て

い
る
が
事
業
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
は
、
同
報
系
防
災

　
　
　行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を
５
基

新
設
し
た
こ
と
に
対
し
、
令
和
５
年
度
は

再
送
信
子
局
の
更
新
３
局
分
及
び
屋
外
拡

声
子
の
更
新
１
局
分
に
加
え
、
今
後
の
更

新
計
画
作
成
業
務
委
託
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と
支

　
　
　援
は
ど
う
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　
　一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
、
オ

　
　
　ン
ラ
イ
ン
で
日
常
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
本
人
ま
た

は
、
家
族
か
ら
の
相
談
が
な
く
て
も
、
学

校
現
場
で
丁
寧
に
本
人
の
様
子
や
欠
席
状

況
等
把
握
な
ど
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

変
化
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
か
ら
自
然
体
験
学

　
　
　習
指
導
員
が
不
在
と
な
っ
て
い
た

が
、
自
然
体
験
学
習
や
ガ
イ
ド
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
魚
沼
自
然
大
学

　
　
　の
会
員
を
市
の
管
理
員
と
し
て
雇

用
し
、
自
然
観
察
や
園
内
散
策
、
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　市
内
小
中
学
生
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
は
小
学
校
１
校
17

　
　
　人
、
中
学
校
１
校
39
人
の
計
２
校

56
人
で
あ
る
。

　
　
　
　環
境
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
、

　
　
　今
後
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
　
　
　市
内
小
中
学
校
の
案
内
、
働
き

　
　
　か
け
や
更
な
る
一
般
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
検
討
な
ど
、
引
き
続
き
県
と
協
力

し
な
が
ら
市
内
外
へ
施
設
の
魅
力
を
周
知

し
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　ア
レ
ル
ギ
ー
や
家
庭
の
事
情
等

　
　
　で
給
食
を
利
用
し
て
い
な
い
児
童

生
徒
は
何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
　児
童
が
10
人
、生
徒
が
11
人
で
、

　
　
　家
庭
の
事
情
等
で
利
用
し
て
い
な

い
児
童
生
徒
は
６
人
で
あ
る
。

　
　
　
　家
庭
等
の
事
情
で
給
食
を
利
用

　
　
　し
な
い
場
合
に
、
手
続
等
が
厳
し

す
ぎ
る
の
で
は
と
い
う
意
見
も
聞
い
て
い

る
が
、
実
情
は
ど
う
か
。
学
校
に
よ
り
違

い
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　お
弁
当
持
参
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　は
、
保
護
者
と
の
面
談
で
休
止
届

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
段
難
し

い
手
続
で
は
な
い
。
学
校
に
よ
る
違
い
は

な
い
。

答答答 問問 問

問問 答答答

問問問 答答答 ●
学
校
給
食
費

答答答 問問 問

　令
和
５
年
度
は
、
国
保
税
据
置
措
置
を

行
っ
て
い
る
が
滞
納
繰
越
の
徴
収
が
改
善

で
き
て
い
な
い
。
法
定
減
免
で
７
割
、
５

割
、
２
割
が
減
免
さ
れ
て
い
る
の
に
、
被

保
険
者
は
納
め
た
く
て
も
で
き
な
い
深
刻

な
状
況
が
あ
る
。
一
部
負
担
減
免
な
ど
独

自
減
免
の
拡
充
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
23

人
の
資
格
証
交
付
者
に
つ
い
て
は
、
う
ち

一
人
は
医
療
的
措
置
が
必
要
と
し
て
短
期

保
険
証
へ
切
り
替
え
た
が
、
そ
の
他
の
人

は
、
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
で
実
情
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
旦

窓
口
で
10
割
負
担
し
な
け
れ
ば
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
資
格
証
交
付
は
、
非
常
に
厳

し
い
措
置
で
あ
り
、
資
格
証
交
付
を
や
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
７
自
治
体
あ
る
が
、
魚

沼
市
は
や
め
る
と
は
言
わ
な
い
。
憲
法
25

条
と
国
民
健
康
保
険
法
第
一
条
で
は
医
療

は
社
会
保
障
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
医
療
を
受

け
ら
れ
る
整
備
を
行
う
こ
と
が
、
国
と
自

治
体
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　加
入
者
の
減
少
が
続
い
て
い
る
中
、
保

険
者
の
収
入
済
総
額
は
昨
年
度
３
％
減
の

５
億
８
，
４
１
６
万
円
と
な
っ
た
が
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
一
人
当
た
り
の
保

険
給
付
は
増
加
し
て
い
る
。
全
体
の
保
険

給
付
費
は
32
億
８
，
１
６
０
万
円
で
前
年

度
比
１
・
２
％
の
増
加
と
な
り
収
入
減
、

支
出
増
と
な
っ
た
。
特
定
健
診
で
は
、
実

施
率
は
昨
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
市

民
の
協
力
及
び
保
健
活
動
を
評
価
す
る
。

基
金
活
用
で
は
、
国
民
健
康
保
険
納
付
等

準
備
基
金
に
お
い
て
も
、
令
和
５
年
度
は

３
，
５
０
０
万
円
取
り
崩
し
、
国
保
運
営

に
当
て
て
お
り
適
正
と
み
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
市
に
お
い
て
も
、
実
質
、
単

年
度
収
支
は
赤
字
で
あ
る
。
特
に
、
当
市

の
基
金
残
高
は
、
国
県
支
出
金
は
医
療
費

の
増
額
に
伴
い
普
通
交
付
金
も
増
加
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
５
年
度
で

も
１
億
１
，
６
５
２
万
円
か
ら
８
，
１
５

６
万
円
へ
と
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
基
金

頼
り
の
運
営
も
、
今
後
の
事
を
考
え
る
と

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
安
定
的

で
持
続
可
能
性
の
あ
る
財
政
運
営
を
行
う

に
は
、
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
こ
と
、
財
源
確
保
な
ど
の
検
討
も

行
う
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
国
民
皆
保
険
を

提
供
し
て
い
く
う
え
で
、
今
年
度
の
当
市

の
国
保
会
計
は
適
正
で
あ
る
。

　窓
口
負
担
が
倍
加
と
な
り
、
単
身
、
年

収
２
０
０
万
円
以
上
、
夫
婦
世
帯
で
年
収

３
２
０
万
円
以
上
が
１
割
か
ら
２
割
負
担

と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
あ
る
か
と
の
質

問
に
は
な
い
と
答
え
た
が
、
厚
労
省
の
資

料
で
、
例
え
ば
、
関
節
症
の
通
院
の
人
は

２
，
８
０
０
円
が
５
，
６
０
０
円
に
、
高

血
圧
症
と
関
節
症
の
両
方
を
患
っ
て
い
る

人
は
、
配
慮
措
置
が
な
く
な
る
２
０
２
５

年
に
は
８
，
４
０
０
円
が
１
０
，
８
０
０

円
に
も
な
る
。
非
常
に
重
い
負
担
と
な
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
具

体
的
な
負
担
軽
減
策
を
と
っ
て
い
な
い
。

た
だ
で
さ
え
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
厳
し

い
医
療
制
度
の
中
、
市
は
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
。

　現
状
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
社
会

全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
被
保
険
者
が
医
療
給
付
費
の
約
１
割

を
保
険
料
で
負
担
す
る
。
後
の
医
療
給
付

費
の
５
割
が
公
費
、
残
り
の
４
割
が
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
金
で
賄
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
も
被
保
険
者
数
は
団
塊
世
代
の

加
入
に
よ
り
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
現
行
料
率
で
不
足
す
る
分
は
余
剰
金

を
充
て
、
保
険
料
は
均
等
割
合
で
昨
年
と

同
じ
金
額
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、
現
役
世
代

の
負
担
を
抑
え
る
措
置
と
し
て
、
自
己
負

担
割
合
、
窓
口
割
合
の
見
直
し
の
中
、
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

円
滑
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
評
価
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

議
案
第
98
号

﹁
令
和
５
年
度
魚
沼
市

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
﹂

認
定

議
案
第
99
号

﹁
令
和
５
年
度
魚
沼
市

  

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
﹂

認
定

●
ご
み
処
理
事
業

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業

農
林
水
産
業
費

●
誘
客
宣
伝
事
業

商
工
費

●
防
災
無
線
等
整
備
事
業

消
防
費

●
教
育
支
援
事
業

教
育
費

●
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
事
業
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　今
年
度
は
新
た
な
取
組
を
検
討

　
　
　し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期
間

内
に
希
望
す
る
全
て
の
方
が
接
種
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
接
種
勧
奨
の
お

知
ら
せ
は
、
他
自
治
体
で
の
効
果
的
な
接

種
勧
奨
を
参
考
に
、
女
性
の
利
用
者
が
多

い
市
内
ス
ー
パ
ー
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及

び
来
店
者
に
対
す
る
店
内
放
送
に
よ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
呼
び
か
け
な
ど
も
実
施
し
た
。

　
　
　
　ご
み
の
分
別
は
、
ご
み
の
減
量

　
　
　に
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
欠
か
せ
な

い
。
市
民
へ
の
周
知
で
ご
み
の
出
し
方
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
善
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　家
庭
ご
み
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

　
　
　改
編
は
、
令
和
５
年
度
は
行
っ
て

い
な
い
。
新
た
に
事
業
者
向
け
の
ゴ
ミ
の

出
し
方
、
分
け
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
付

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
あ
わ
せ
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
い
つ
で
も
正
し
い
ご
み
の

分
別
方
法
な
ど
を
確
認
で
き
る
ア
プ
リ

「
エ
コ
う
お
」
で
市
民
へ
の
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　農
地
を
集
約
し
担
い
手
を
確
保

　
　
　す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
多
面

的
機
能
維
持
の
た
め
、
兼
業
農
家
等
小
規

模
農
家
も
大
切
に
す
る
よ
う
地
域
計
画
策

定
を
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　兼
業
農
家
も
、
地
域
の
農
業
を

　
　
　守
る
大
切
な
担
い
手
と
考
え
る
。

そ
う
い
う
面
も
含
め
て
地
域
計
画
策
定
に

向
け
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　奥
只
見
・
銀
山
平
・
尾
瀬
の
入

　
　
　込
は
ど
の
よ
う
に
カ
ウ
ン
ト
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　奥
只
見
・
銀
山
平
は
、
緑
の
学

　
　
　園
の
利
用
者
数
、
奥
只
見
湖
遊
覧

船
の
乗
船
者
数
に
基
づ
き
算
出
し
て
い

る
。
尾
瀬
は
、
魚
沼
市
観
光
協
会
で
販
売

し
て
い
る
「
尾
瀬
パ
ス
」
の
販
売
数
、
市

内
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
環
境
学
習
参

加
者
数
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　ス
キ
ー
場
の
カ
ウ
ン
ト
数
は
各

　
　
　ス
キ
ー
場
共
通
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　新
潟
県
が
実
施
し
て
い
る
「
ス

　
　
　キ
ー
場
利
用
客
入
込
状
況
調
査
」

の
算
出
方
法
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　防
災
行
政
無
線
等
整
備
事
業
が

　
　
　３
，
６
８
３
万
円
の
増
額
を
し
て

い
る
が
事
業
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
は
、
同
報
系
防
災

　
　
　行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を
５
基

新
設
し
た
こ
と
に
対
し
、
令
和
５
年
度
は

再
送
信
子
局
の
更
新
３
局
分
及
び
屋
外
拡

声
子
の
更
新
１
局
分
に
加
え
、
今
後
の
更

新
計
画
作
成
業
務
委
託
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と
支

　
　
　援
は
ど
う
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　
　一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
、
オ

　
　
　ン
ラ
イ
ン
で
日
常
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
本
人
ま
た

は
、
家
族
か
ら
の
相
談
が
な
く
て
も
、
学

校
現
場
で
丁
寧
に
本
人
の
様
子
や
欠
席
状

況
等
把
握
な
ど
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

変
化
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　
　
　令
和
４
年
度
か
ら
自
然
体
験
学

　
　
　習
指
導
員
が
不
在
と
な
っ
て
い
た

が
、
自
然
体
験
学
習
や
ガ
イ
ド
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
魚
沼
自
然
大
学

　
　
　の
会
員
を
市
の
管
理
員
と
し
て
雇

用
し
、
自
然
観
察
や
園
内
散
策
、
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　市
内
小
中
学
生
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
　令
和
５
年
度
は
小
学
校
１
校
17

　
　
　人
、
中
学
校
１
校
39
人
の
計
２
校

56
人
で
あ
る
。

　
　
　
　環
境
学
習
拠
点
施
設
と
し
て
、

　
　
　今
後
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
　
　
　市
内
小
中
学
校
の
案
内
、
働
き

　
　
　か
け
や
更
な
る
一
般
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
検
討
な
ど
、
引
き
続
き
県
と
協
力

し
な
が
ら
市
内
外
へ
施
設
の
魅
力
を
周
知

し
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　ア
レ
ル
ギ
ー
や
家
庭
の
事
情
等

　
　
　で
給
食
を
利
用
し
て
い
な
い
児
童

生
徒
は
何
人
い
る
の
か
。

　
　
　
　児
童
が
10
人
、生
徒
が
11
人
で
、

　
　
　家
庭
の
事
情
等
で
利
用
し
て
い
な

い
児
童
生
徒
は
６
人
で
あ
る
。

　
　
　
　家
庭
等
の
事
情
で
給
食
を
利
用

　
　
　し
な
い
場
合
に
、
手
続
等
が
厳
し

す
ぎ
る
の
で
は
と
い
う
意
見
も
聞
い
て
い

る
が
、
実
情
は
ど
う
か
。
学
校
に
よ
り
違

い
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　お
弁
当
持
参
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　は
、
保
護
者
と
の
面
談
で
休
止
届

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
段
難
し

い
手
続
で
は
な
い
。
学
校
に
よ
る
違
い
は

な
い
。

答答答 問問 問

問問 答答答

問問問 答答答 ●
学
校
給
食
費

答答答 問問 問

　令
和
５
年
度
は
、
国
保
税
据
置
措
置
を

行
っ
て
い
る
が
滞
納
繰
越
の
徴
収
が
改
善

で
き
て
い
な
い
。
法
定
減
免
で
７
割
、
５

割
、
２
割
が
減
免
さ
れ
て
い
る
の
に
、
被

保
険
者
は
納
め
た
く
て
も
で
き
な
い
深
刻

な
状
況
が
あ
る
。
一
部
負
担
減
免
な
ど
独

自
減
免
の
拡
充
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
23

人
の
資
格
証
交
付
者
に
つ
い
て
は
、
う
ち

一
人
は
医
療
的
措
置
が
必
要
と
し
て
短
期

保
険
証
へ
切
り
替
え
た
が
、
そ
の
他
の
人

は
、
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
で
実
情
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
旦

窓
口
で
10
割
負
担
し
な
け
れ
ば
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
資
格
証
交
付
は
、
非
常
に
厳

し
い
措
置
で
あ
り
、
資
格
証
交
付
を
や
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
７
自
治
体
あ
る
が
、
魚

沼
市
は
や
め
る
と
は
言
わ
な
い
。
憲
法
25

条
と
国
民
健
康
保
険
法
第
一
条
で
は
医
療

は
社
会
保
障
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
医
療
を
受

け
ら
れ
る
整
備
を
行
う
こ
と
が
、
国
と
自

治
体
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　加
入
者
の
減
少
が
続
い
て
い
る
中
、
保

険
者
の
収
入
済
総
額
は
昨
年
度
３
％
減
の

５
億
８
，
４
１
６
万
円
と
な
っ
た
が
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
一
人
当
た
り
の
保

険
給
付
は
増
加
し
て
い
る
。
全
体
の
保
険

給
付
費
は
32
億
８
，
１
６
０
万
円
で
前
年

度
比
１
・
２
％
の
増
加
と
な
り
収
入
減
、

支
出
増
と
な
っ
た
。
特
定
健
診
で
は
、
実

施
率
は
昨
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
市

民
の
協
力
及
び
保
健
活
動
を
評
価
す
る
。

基
金
活
用
で
は
、
国
民
健
康
保
険
納
付
等

準
備
基
金
に
お
い
て
も
、
令
和
５
年
度
は

３
，
５
０
０
万
円
取
り
崩
し
、
国
保
運
営

に
当
て
て
お
り
適
正
と
み
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
市
に
お
い
て
も
、
実
質
、
単

年
度
収
支
は
赤
字
で
あ
る
。
特
に
、
当
市

の
基
金
残
高
は
、
国
県
支
出
金
は
医
療
費

の
増
額
に
伴
い
普
通
交
付
金
も
増
加
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
５
年
度
で

も
１
億
１
，
６
５
２
万
円
か
ら
８
，
１
５

６
万
円
へ
と
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
基
金

頼
り
の
運
営
も
、
今
後
の
事
を
考
え
る
と

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
安
定
的

で
持
続
可
能
性
の
あ
る
財
政
運
営
を
行
う

に
は
、
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
こ
と
、
財
源
確
保
な
ど
の
検
討
も

行
う
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
国
民
皆
保
険
を

提
供
し
て
い
く
う
え
で
、
今
年
度
の
当
市

の
国
保
会
計
は
適
正
で
あ
る
。

　窓
口
負
担
が
倍
加
と
な
り
、
単
身
、
年

収
２
０
０
万
円
以
上
、
夫
婦
世
帯
で
年
収

３
２
０
万
円
以
上
が
１
割
か
ら
２
割
負
担

と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
あ
る
か
と
の
質

問
に
は
な
い
と
答
え
た
が
、
厚
労
省
の
資

料
で
、
例
え
ば
、
関
節
症
の
通
院
の
人
は

２
，
８
０
０
円
が
５
，
６
０
０
円
に
、
高

血
圧
症
と
関
節
症
の
両
方
を
患
っ
て
い
る

人
は
、
配
慮
措
置
が
な
く
な
る
２
０
２
５

年
に
は
８
，
４
０
０
円
が
１
０
，
８
０
０

円
に
も
な
る
。
非
常
に
重
い
負
担
と
な
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
具

体
的
な
負
担
軽
減
策
を
と
っ
て
い
な
い
。

た
だ
で
さ
え
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
厳
し

い
医
療
制
度
の
中
、
市
は
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
。

　現
状
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
社
会

全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
被
保
険
者
が
医
療
給
付
費
の
約
１
割

を
保
険
料
で
負
担
す
る
。
後
の
医
療
給
付

費
の
５
割
が
公
費
、
残
り
の
４
割
が
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
金
で
賄
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
も
被
保
険
者
数
は
団
塊
世
代
の

加
入
に
よ
り
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
現
行
料
率
で
不
足
す
る
分
は
余
剰
金

を
充
て
、
保
険
料
は
均
等
割
合
で
昨
年
と

同
じ
金
額
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

を
維
持
し
て
行
く
た
め
に
は
、
現
役
世
代

の
負
担
を
抑
え
る
措
置
と
し
て
、
自
己
負

担
割
合
、
窓
口
割
合
の
見
直
し
の
中
、
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

円
滑
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
評
価
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

反
対
・
賛
成
討
論

議
案
第
98
号

﹁
令
和
５
年
度
魚
沼
市

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
﹂

認
定

議
案
第
99
号

﹁
令
和
５
年
度
魚
沼
市

  

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
﹂

認
定

●
ご
み
処
理
事
業

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業

農
林
水
産
業
費

●
誘
客
宣
伝
事
業

商
工
費

●
防
災
無
線
等
整
備
事
業

消
防
費

●
教
育
支
援
事
業

教
育
費

●
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
事
業
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

V o
聞かせて！あなたの声

i c e

　およそ100年前に地芝居歌舞伎
をはじめたと思われるが、戦争な
どの影響もあり平成15年に50年
ぶりに復活し「100才祝い歌舞伎
公演」を実施している、歴史のあ
る地芝居歌舞伎です。
　会員は現在41名（男性23名、
女性18名）です。

干溝歌舞伎は

催されています。
　2015年から地芝居サミットの
他会場への訪問や干溝のお盆演芸
会にも出演したり、小出小学校３
年生の総合学習に参加協力も行っ
てきました。子どもたちが生き生
きと演じていることが励みになり
ました。2020年からはコロナ禍
のため休止状態になっています
が、来年の暮れには再開したいです。

どんな活動を

　歌舞伎を通じて全国に仲間が広
がり、その仲間の歌舞伎を見て勉
強することです。
　また、市内の多くのファンに励
まされるところです。

活動の楽しみ

　干溝歌舞伎の文化を次の若い世
代に残したいです。そのために公
演を通して魚沼市内外に知っても
らい公演を計画的に実行したいで
す。課題は会員の若返りと、予算
の確保をどのようにするかです。
今後はさらに知名度のアップを図
りたいです。

課題と今後は

　会員は、仕事を持ちながらの活
動で、高齢化のため負担が大きく
なっています。多くの方の協力が
ないと活動ができません。市議会
にも関心を持ってもらいたいです。

市議会に一言

　干溝歌舞伎を守り続けた
いという会員の方々の熱意
が伝わる非常に有意義な懇
談でした。
　地芝居歌舞伎にも大いに
注目し、文化芸能活動を応
援していきたいです。

　地域で活躍する皆さんと、

ざっくばらんに語り合うコー

ナーです。

　第19回目は、干溝歌舞伎保

存会の皆さんからお話を伺い

ました。

市議会から一言

干溝歌舞伎
保存会

市 議 会
×

浅井　宏昭

今
後
の
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
問
う

本田　　篤

政
策
参
与
的
副
市
長
の
配

置
を

　魚
沼
市
で
は
何
年
も
前
か
ら
サ
ル
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
出
て
お
り
、
今
年

も
北
部
地
域
で
サ
ル
の
被
害
が
出
て
い

る
。
９
年
前
か
ら
サ
ル
対
策
へ
の
取
組
に

力
を
入
れ
て
い
る
長
岡
市
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
魚
沼
市
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必
要

な
の
か
助
言
を
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で
、
今

後
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　魚
沼
市
内
で
サ
ル
の
被
害
が
出
始

め
た
の
は
何
年
前
か
ら
か
。

　
　
　平
成
24
年
以
降
に
小
出
地
域
、
湯

之
谷
地
域
を
中
心
と
し
て
被
害
が
出
て
い

た
が
、
近
年
で
は
北
部
地
域
で
の
出
没
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　市
内
で
の
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
は
、
年
々
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　毎
年
サ
ル
が
６
月
か
ら
長
期
に
わ

た
り
入
広
瀬
地
域
に
居
座
っ
て
い
る
。
サ

ル
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　電
気
柵
や
追
払
い
資
材
の
購
入
費

補
助
、
花
火
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
猟
友
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
猟

銃
に
よ
る
駆
除
、
箱
罠
設
置
に
よ
る
捕
獲

を
試
み
て
い
る
。

　
　
　現
在
の
サ
ル
へ
の
対
策
は
十
分
か
。

　
　
　現
在
で
き
る
限
り
の
対
策
を
試
み

て
い
る
が
、
サ
ル
は
知
能
が
高
く
、
広
範

囲
に
移
動
す
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
思
う
よ

う
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
　
　長
岡
市
で
は
約
１
７
０
人
の
個
人

と
団
体
が
事
業
を
活
用
し
て
電
気
柵
の
整

備
を
行
い
、
そ
の
整
備
延
長
は
20
㎞
を
超

え
て
い
る
。
魚
沼
市
の
電
気
柵
の
補
助
金
の

交
付
対
象
者
は
、
自
治
会
ま
た
は
農
家
組

合
の
み
で
あ
る
。
魚
沼
市
で
も
個
人
に
対
し

て
電
気
柵
の
補
助
を
開
始
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
地
域
全

体
で
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

　
　
　長
岡
市
も
取
り
組
ん
で
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
大
型
檻
と
地
獄
罠
を
取
り
入
れ
サ
ル
を

一
網
打
尽
に
し
、
　テ
レ
メ
ト
リ
ー
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
市
民
の
生
き
が
い
を
守
る

べ
き
だ
。
長
岡
市
は
国
の
交
付
金
を
利
用

し
１
／
２
を
補
助
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

長
岡
市
の
よ
う
に
市
民
の
生
き
が
い
を
本

気
で
守
ら
な
い
か
。

　
　
　専
門
家
を
交
え
て
地
域
の
声
を
聞

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問 問 答答 答

問 問問 答答答

 

政
策
参
与
が
副
市
長
級
の
立
場
で
活
動

し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
政
策
そ
の
も
の
の

実
現
性
が
大
き
い
と
考
え
る
。

　
　
　政
策
参
与
の
役
割
を
持
つ
副
市
長

の
配
置
を
し
て
み
な
い
か
。

　
　
　現
状
で
問
題
が
な
い
た
め
、
政
策

参
与
的
な
副
市
長
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

積
極
的
な
自
治
体
広
告
で
住
み
よ
さ
ア
ピ

ー
ル
を

　シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
積
極
的
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド

広
告
を
活
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　視
聴
者
が
高
い
関
心
を
示
す
分
野

に
は
、
効
果
的
に
情
報
を
発
信
で
き
、
効

率
的
に
認
知
度
を
高
め
ら
れ
る
。一
方
で
、

自
分
の
個
人
情
報
が
、
広
告
配
信
に
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
不
安
に
感
じ
る
た

め
、
広
告
主
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
い
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
活
用
に
際
し
て
は

慎
重
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　自
治
体
同
士
の
比
較
広
告
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　「住
み
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
」
す
る

た
め
の
周
知
方
法
は
、
他
自
治
体
と
比
べ

る
こ
と
な
く
本
市
の
特
色
あ
る
施
策
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広

報
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
公
式
求
人
サ
イ
ト
の
充
実
を

　当
市
の
公
式
求
人
サ
イ
ト
は
、
求
人
や

創
業
塾
、
空
き
ビ
ル
の
案
内
な
ど
、
様
々

な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
が
、
よ
り
細
か

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
も
よ
い
と
考
え

る
。
求
人
事
業
所
か
ら
の
求
人
数
・
発
信

数
も
少
な
い
と
感
じ
る
。
よ
り
一
層
の
求

人
サ
イ
ト
の
充
実
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
採
用
す
る
自

治
体
が
多
い
。
当
市
も
取
り
入
れ
て
み
な

い
か
。

　
　
　近
隣
自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、

一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
評
価
は
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ツ
ー
ル
が
魚
沼

市
に
適
合
し
、
企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
起
爆
剤
に
な
る
か
は
疑
問
点
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
、
研
究
し
て
い
く
。

問問問 答答

問 答答

※

１

　テ
レ
メ
ト
リ
ー

　対
象
か
ら
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
観
測

を
行
う
遠
隔
測
定
法
を
意
味
す
る
も
の

※

２

　パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告

　ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
デ
ー
タ
や
興
味
関
心

に
基
づ
い
て
最
適
な
広
告
を
表
示
す
る
も
の

※

２

※

１

　平成19年「やまびこ座
旗揚げ公演」を経て翌年
保存会を発足しました。
平成26年には全国郷土芸
能協会「地芝居サミット・
イン・魚沼公演」が小出
郷文化会館で大規模に開
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比
較
広
告
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　「住
み
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
」
す
る

た
め
の
周
知
方
法
は
、
他
自
治
体
と
比
べ

る
こ
と
な
く
本
市
の
特
色
あ
る
施
策
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広

報
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
公
式
求
人
サ
イ
ト
の
充
実
を

　当
市
の
公
式
求
人
サ
イ
ト
は
、
求
人
や

創
業
塾
、
空
き
ビ
ル
の
案
内
な
ど
、
様
々

な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
が
、
よ
り
細
か

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
も
よ
い
と
考
え

る
。
求
人
事
業
所
か
ら
の
求
人
数
・
発
信

数
も
少
な
い
と
感
じ
る
。
よ
り
一
層
の
求

人
サ
イ
ト
の
充
実
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
採
用
す
る
自

治
体
が
多
い
。
当
市
も
取
り
入
れ
て
み
な

い
か
。

　
　
　近
隣
自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、

一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
評
価
は
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ツ
ー
ル
が
魚
沼

市
に
適
合
し
、
企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
起
爆
剤
に
な
る
か
は
疑
問
点
も
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
、
研
究
し
て
い
く
。

問問問 答答

問 答答

※

１

　テ
レ
メ
ト
リ
ー

　対
象
か
ら
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
観
測

を
行
う
遠
隔
測
定
法
を
意
味
す
る
も
の

※

２

　パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告

　ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
デ
ー
タ
や
興
味
関
心

に
基
づ
い
て
最
適
な
広
告
を
表
示
す
る
も
の

※

２

※

１

　平成19年「やまびこ座
旗揚げ公演」を経て翌年
保存会を発足しました。
平成26年には全国郷土芸
能協会「地芝居サミット・
イン・魚沼公演」が小出
郷文化会館で大規模に開
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

賑
わ
い
づ
く
り
の
形
成
に

つ
い
て
問
う

遠藤　徳一

桑原　郁夫

魚
沼
市
の
教
育
に
於
け
る

人
間
形
成
に
つ
い
て
問
う

　市
中
心
部
を
賑
わ
い
エ
リ
ア
と
定
め
、

潜
在
す
る
施
設
を
拠
点
化
し
、
区
域
全
体

に
波
及
さ
せ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
が
今
の
魚
沼

市
に
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
度
、
外
部
の

視
点
で
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
参
入
い

た
だ
く
㈱
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
掛
け
づ

く
り
は
中
心
部
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
す
る
。
自
身
も
仕
掛
け
づ
く
り

を
学
び
た
い
。

　
　
　中
心
エ
リ
ア
一
帯
を
戦
略
的
に
成

長
さ
せ
る
特
区
と
位
置
づ
け
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
地
名
を
命
名
し
取
り
組
ま
な
い
か
。

　
　
　今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
誰

も
が
挑
戦
で
き
る
場
と
し
て
、
空
き
店
舗

な
ど
の
遊
休
不
動
産
の
利
活
用
を
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今
後
、
状
況
確
認

調
査
を
行
い
、
把
握
し
た
課
題
解
決
を
図

る
た
め
必
要
な
予
算
措
置
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　中
心
部
の
エ
リ
ア
内
の
経
済
循
環

等
を
含
む
価
値
を
高
め
る
た
め
潜
在
す
る

遊
休
不
動
産
の
活
用
を
図
る
た
め
、
　リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
て
多

く
の
人
材
を
集
め
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

し
な
い
か
。
㈱
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
掛

け
算
で
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
が
つ
な
が
る

仕
組
み
が
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　企
業
派
遣
型
地
域
活
性
化
起
業
人

に
よ
る
市
外
か
ら
の
目
線
や
考
え
方
を
採

り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
、
エ
リ
ア
の
価
値

を
高
め
る
取
組
を
進
め
た
い
。

　
　
　エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

育
成
し
な
い
か
。
課
題
に
取
り
組
む
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
活
気
あ
る
仲
間
づ
く
り
も
含
め

い
ず
れ
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
。

　
　
　議
員
の
提
案
も
参
考
に
、
今
後
の

人
材
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　地
域
が
外
部
か
ら
の
視
点
に
寛
容

で
い
ら
れ
る
か
。
移
住
定
住
も
空
き
家
対

策
と
し
て
の
不
動
産
提
供
な
ど
地
域
の
受

皿
の
意
識
醸
成
も
必
要
と
な
る
。
地
域
の

参
画
は
ど
う
か
。

　
　
　外
部
か
ら
の
視
点
を
生
か
す
こ
と

で
、
新
た
な
動
き
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。
提
案
は
、実
現
の
可
能
性
を
吟
味
し
、

積
極
的
に
対
応
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

地
域
の
や
る
気
を
引
き
出
し
な
が
ら
今
後

の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

※

﹁
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
﹂
は

㈱
リ
ノ
ベ
リ
ン
グ
の
登
録
商
標
で
す
。

問問 答答

問問 答答

　
　
　市
長
は
就
任
以
来
ま
ち
づ
く
り

は
、
オ
ー
ル
魚
沼
と
提
唱
し
て
い
る
が
、

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
生
涯

に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
幼
稚
園

や
保
育
園
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
発

達
や
特
性
に
応
じ
て
、
遊
び
を
通
し
た
質

の
高
い
幼
児
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続

を
目
的
に
「
幼
保
小
接
続
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。
子
ど
も
の
よ
り
よ

い
成
長
と
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿
を
幼
児
期
と
小
学
校
で
、
必

要
な
こ
と
を
関
係
者
で
共
有
し
、
現
状
と

課
題
を
協
議
し
な
が
ら
市
内
の
保
育
園
、

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
が
連
携
し

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
。

　
　
　教
育
関
係
者
や
保
護
者
が
思
う
よ

う
に
児
童
が
育
っ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　市
と
し
て
、
学
校
現
場
で
特
別
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
習
補
助
員
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等
、
基
準
以
上
に

人
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
毎

日
の
登
下
校
の
見
守
り
の
中
で
、
皆
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
挨
拶
の
部
分

で
も
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　子
育
て
が
終
わ
っ
た
多
く
の
人

は
、
子
ど
も
に
対
す
る
意
識
が
低
下
し
て

い
る
の
で
、
オ
ー
ル
魚
沼
の
点
か
ら
「
子

ど
も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
提

言
す
る
が
、
そ
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　自
分
が
で
き
る
こ
と
で
、
子
ど
も

に
関
わ
っ
て
い
く
視
点
が
大
事
で
あ
る
。

近
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
権
利
に
関
す
る

条
例
や
国
際
的
に
も
国
的
に
も
い
ろ
ん
な

法
律
が
で
き
て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
を

大
事
に
す
る
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
条
例

等
に
よ
っ
て
意
識
を
高
め
て
い
く
方
法
も

あ
る
。

問問 答

問 答答

※

３

　リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

　ま
ち
な
か
に
実
在
す
る
遊
休
不
動
産

︵
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
空
き
ビ
ル
、
空

き
地
、
使
わ
れ
て
い
な
い
公
共
空
間
な
ど
︶

を
対
象
と
し
、
エ
リ
ア
再
生
の
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
創
り
出
す
短
期
集
中
の

実
践
型
ス
ク
ー
ル

※

３

　今
夏
も
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
、
地
震
、

台
風
、
ク
マ
出
没
な
ど
に
よ
る
被
害
が
報

道
さ
れ
、
年
々
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

何
時
、
我
が
身
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
た
ら
、
生
活
し
づ
ら
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
市
長
の
見
解
を

問
う
。

　
　
　こ
こ
数
年
の
熱
中
症
患
者
数
と
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
３
年
度
が
18
件
、
令
和
４
年

度
が
37
件
、
昨
年
度
が
39
件
、
本
年
度
が

９
月
10
日
時
点
で
22
件
と
な
っ
て
い
る
。

対
策
は
、
エ
ア
コ
ン
購
入
等
助
成
事
業
、

保
健
師
活
動
の
継
続
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
魚
沼
市
を
目
指
す
。

　
　
　水
害
・
土
砂
災
害
等
の
現
状
対
策

と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　既
存
の
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加

え
、
早
期
に
的
確
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

通
常
時
か
ら
情
報
収
集
体
制
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
状
況
の
急
変
を
考
慮

し
、
早
期
の
職
員
配
備
や
自
主
避
難
所
の

開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
安
全
安
心
に
向
け
可
能
な
限
り
の
対
応

が
事
前
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
緊
張
感
を
持

ち
な
が
ら
職
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　ク
マ
出
没
の
現
状
対
策
と
今
後
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　出
没
情
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地

元
自
治
会
へ
の
回
覧
や
、
全
戸
配
布
用
の

文
書
を
届
け
、
目
撃
情
報
を
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
し
て
い
る
。
住
宅
周

辺
で
の
目
撃
の
場
合
は
、
広
報
車
で
巡
回

し
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
緊
急
及
び

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い
る
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

で
一
斉
放
送
な
ど
の
対
応
を
行
い
、
猟
友

会
と
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　高
齢
者
が
願
っ
て
い
る
暮
ら
し
や

す
さ
と
は
何
か
。

　
　
　可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
全
安
心
に
健
康
で
生
き
生
き
と
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
こ
と
。

　
　
　自
殺
死
亡
率
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
上

位
を
推
移
し
て
い
た
が
、
令
和
に
入
り
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　令
和
以
降
の
県
内
で
の
順
位
は
、

令
和
元
年
は
ワ
ー
ス
ト
３
位
、
令
和
２
年

は
ワ
ー
ス
ト
８
位
、
令
和
３
年
は
ワ
ー
ス

ト
25
位
、
令
和
４
年
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
と

な
っ
て
い
る
。

問問 答答

問問問 答答答

　魚
沼
市
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
施

設
入
所
は
難
し
く
、
訪
問
介
護
の
充
実
が

望
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
今

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
訪
問
介
護
だ

け
が
減
額
改
定
と
な
っ
た
。
全
国
的
に
は

訪
問
介
護
施
設
の
４
割
が
赤
字
事
業
所
で

年
々
倒
産
件
数
も
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

市
の
実
態
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　魚
沼
市
に
お
け
る
介
護
施
設
数
と

要
介
護
者
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　令
和
６
年
９
月
現
在
、訪
問
型
５
、

通
所
型
23
、
小
規
模
多
機
能
型
５
、
入
所

系
施
設
18
の
計
51
事
業
所
で
あ
る
。
要
介

護
認
定
者
数
は
、
令
和
６
年
３
月
末
で
、

２
，
３
５
６
人
で
あ
る
。

　
　
　要
介
護
認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ

ス
の
未
利
用
者
は
何
人
か
。

　
　
　令
和
５
年
度
実
績
で
、
３
６
６
人

で
あ
る
。

　
　
　認
知
症
の
人
は
何
人
か
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
不
要
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
考
え

る
が
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　医
師
意
見
書
で
認
知
機
能
の
低
下

と
さ
れ
た
人
は
、令
和
５
年
度
末
で
約
２
，

４
０
０
人
で
あ
る
。
対
応
は
、
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
の
配
置
、
運
動
機
能
・
口

腔
機
能
向
上
の
普
及
啓
発
、
高
齢
者
見
守

り
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
の
人

材
確
保
策
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　サ
ー
ビ
ス
の
種
別
を
特
定
せ
ず
、

全
事
業
所
、
資
格
者
等
へ
の
様
々
な
補
助

を
行
い
、
個
人
に
は
、
就
職
支
援
金
、
資

格
取
得
促
進
支
援
金
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支

援
補
助
な
ど
の
資
格
取
得
・
更
新
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
、
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
を

　
　
　魚
沼
市
は
、
水
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

は
じ
め
「
食
材
の
宝
庫
」
で
あ
る
。

　保
育
園
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
図
る

時
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　保
育
園
等
の
給
食
費
は
、
副
食
費

負
担
を
市
独
自
の
軽
減
策
に
よ
り
既
に
無

償
化
と
し
て
い
る
。
公
立
園
の
主
食
費
は

実
費
負
担
と
物
価
高
騰
に
よ
る
値
上
が
り

分
は
市
が
負
担
す
る
。
給
食
費
は
、
材
料

費
相
当
分
を
保
護
者
負
担
と
し
、
施
設
の

維
持
管
理
費
等
は
、
市
の
予
算
で
対
応
し

て
い
る
。
昨
今
の
物
価
高
騰
で
給
食
費
の

値
上
げ
も
必
要
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
子
ど
も
た
ち
の

食
を
支
援
す
る
。

問問問 答答答

問問 答答

大桃　俊彦

生
活
の
し
や
す
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

高野甲子雄

訪
問
介
護
の
人
材
確
保
を

図
れ
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

賑
わ
い
づ
く
り
の
形
成
に

つ
い
て
問
う

遠藤　徳一

桑原　郁夫

魚
沼
市
の
教
育
に
於
け
る

人
間
形
成
に
つ
い
て
問
う

　市
中
心
部
を
賑
わ
い
エ
リ
ア
と
定
め
、

潜
在
す
る
施
設
を
拠
点
化
し
、
区
域
全
体

に
波
及
さ
せ
る
「
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
ち
づ
く
り
」
の
考
え
方
が
今
の
魚
沼

市
に
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
度
、
外
部
の

視
点
で
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
参
入
い

た
だ
く
㈱
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
掛
け
づ

く
り
は
中
心
部
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
す
る
。
自
身
も
仕
掛
け
づ
く
り

を
学
び
た
い
。

　
　
　中
心
エ
リ
ア
一
帯
を
戦
略
的
に
成

長
さ
せ
る
特
区
と
位
置
づ
け
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
地
名
を
命
名
し
取
り
組
ま
な
い
か
。

　
　
　今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
誰

も
が
挑
戦
で
き
る
場
と
し
て
、
空
き
店
舗

な
ど
の
遊
休
不
動
産
の
利
活
用
を
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今
後
、
状
況
確
認

調
査
を
行
い
、
把
握
し
た
課
題
解
決
を
図

る
た
め
必
要
な
予
算
措
置
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　中
心
部
の
エ
リ
ア
内
の
経
済
循
環

等
を
含
む
価
値
を
高
め
る
た
め
潜
在
す
る

遊
休
不
動
産
の
活
用
を
図
る
た
め
、
　リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
て
多

く
の
人
材
を
集
め
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

し
な
い
か
。
㈱
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
掛

け
算
で
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
が
つ
な
が
る

仕
組
み
が
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　企
業
派
遣
型
地
域
活
性
化
起
業
人

に
よ
る
市
外
か
ら
の
目
線
や
考
え
方
を
採

り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
、
エ
リ
ア
の
価
値

を
高
め
る
取
組
を
進
め
た
い
。

　
　
　エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

育
成
し
な
い
か
。
課
題
に
取
り
組
む
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
活
気
あ
る
仲
間
づ
く
り
も
含
め

い
ず
れ
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
。

　
　
　議
員
の
提
案
も
参
考
に
、
今
後
の

人
材
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　地
域
が
外
部
か
ら
の
視
点
に
寛
容

で
い
ら
れ
る
か
。
移
住
定
住
も
空
き
家
対

策
と
し
て
の
不
動
産
提
供
な
ど
地
域
の
受

皿
の
意
識
醸
成
も
必
要
と
な
る
。
地
域
の

参
画
は
ど
う
か
。

　
　
　外
部
か
ら
の
視
点
を
生
か
す
こ
と

で
、
新
た
な
動
き
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。
提
案
は
、実
現
の
可
能
性
を
吟
味
し
、

積
極
的
に
対
応
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

地
域
の
や
る
気
を
引
き
出
し
な
が
ら
今
後

の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

※

﹁
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
﹂
は

㈱
リ
ノ
ベ
リ
ン
グ
の
登
録
商
標
で
す
。

問問 答答

問問 答答

　
　
　市
長
は
就
任
以
来
ま
ち
づ
く
り

は
、
オ
ー
ル
魚
沼
と
提
唱
し
て
い
る
が
、

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
生
涯

に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
幼
稚
園

や
保
育
園
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
発

達
や
特
性
に
応
じ
て
、
遊
び
を
通
し
た
質

の
高
い
幼
児
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、

幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続

を
目
的
に
「
幼
保
小
接
続
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。
子
ど
も
の
よ
り
よ

い
成
長
と
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿
を
幼
児
期
と
小
学
校
で
、
必

要
な
こ
と
を
関
係
者
で
共
有
し
、
現
状
と

課
題
を
協
議
し
な
が
ら
市
内
の
保
育
園
、

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
が
連
携
し

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
。

　
　
　教
育
関
係
者
や
保
護
者
が
思
う
よ

う
に
児
童
が
育
っ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
　市
と
し
て
、
学
校
現
場
で
特
別
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
習
補
助
員
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等
、
基
準
以
上
に

人
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
毎

日
の
登
下
校
の
見
守
り
の
中
で
、
皆
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
挨
拶
の
部
分

で
も
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　子
育
て
が
終
わ
っ
た
多
く
の
人

は
、
子
ど
も
に
対
す
る
意
識
が
低
下
し
て

い
る
の
で
、
オ
ー
ル
魚
沼
の
点
か
ら
「
子

ど
も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
提

言
す
る
が
、
そ
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　自
分
が
で
き
る
こ
と
で
、
子
ど
も

に
関
わ
っ
て
い
く
視
点
が
大
事
で
あ
る
。

近
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
権
利
に
関
す
る

条
例
や
国
際
的
に
も
国
的
に
も
い
ろ
ん
な

法
律
が
で
き
て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
を

大
事
に
す
る
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
条
例

等
に
よ
っ
て
意
識
を
高
め
て
い
く
方
法
も

あ
る
。

問問 答

問 答答

※

３

　リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

　ま
ち
な
か
に
実
在
す
る
遊
休
不
動
産

︵
空
き
家
や
空
き
店
舗
、
空
き
ビ
ル
、
空

き
地
、
使
わ
れ
て
い
な
い
公
共
空
間
な
ど
︶

を
対
象
と
し
、
エ
リ
ア
再
生
の
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
創
り
出
す
短
期
集
中
の

実
践
型
ス
ク
ー
ル

※

３

　今
夏
も
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
、
地
震
、

台
風
、
ク
マ
出
没
な
ど
に
よ
る
被
害
が
報

道
さ
れ
、
年
々
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

何
時
、
我
が
身
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
た
ら
、
生
活
し
づ
ら
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
市
長
の
見
解
を

問
う
。

　
　
　こ
こ
数
年
の
熱
中
症
患
者
数
と
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
３
年
度
が
18
件
、
令
和
４
年

度
が
37
件
、
昨
年
度
が
39
件
、
本
年
度
が

９
月
10
日
時
点
で
22
件
と
な
っ
て
い
る
。

対
策
は
、
エ
ア
コ
ン
購
入
等
助
成
事
業
、

保
健
師
活
動
の
継
続
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
魚
沼
市
を
目
指
す
。

　
　
　水
害
・
土
砂
災
害
等
の
現
状
対
策

と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　既
存
の
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加

え
、
早
期
に
的
確
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

通
常
時
か
ら
情
報
収
集
体
制
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
状
況
の
急
変
を
考
慮

し
、
早
期
の
職
員
配
備
や
自
主
避
難
所
の

開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
市
民

の
安
全
安
心
に
向
け
可
能
な
限
り
の
対
応

が
事
前
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
緊
張
感
を
持

ち
な
が
ら
職
務
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　ク
マ
出
没
の
現
状
対
策
と
今
後
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　出
没
情
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地

元
自
治
会
へ
の
回
覧
や
、
全
戸
配
布
用
の

文
書
を
届
け
、
目
撃
情
報
を
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
し
て
い
る
。
住
宅
周

辺
で
の
目
撃
の
場
合
は
、
広
報
車
で
巡
回

し
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
緊
急
及
び

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い
る
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

で
一
斉
放
送
な
ど
の
対
応
を
行
い
、
猟
友

会
と
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　高
齢
者
が
願
っ
て
い
る
暮
ら
し
や

す
さ
と
は
何
か
。

　
　
　可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
全
安
心
に
健
康
で
生
き
生
き
と
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
こ
と
。

　
　
　自
殺
死
亡
率
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
上

位
を
推
移
し
て
い
た
が
、
令
和
に
入
り
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　令
和
以
降
の
県
内
で
の
順
位
は
、

令
和
元
年
は
ワ
ー
ス
ト
３
位
、
令
和
２
年

は
ワ
ー
ス
ト
８
位
、
令
和
３
年
は
ワ
ー
ス

ト
25
位
、
令
和
４
年
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
と

な
っ
て
い
る
。

問問 答答

問問問 答答答

　魚
沼
市
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
施

設
入
所
は
難
し
く
、
訪
問
介
護
の
充
実
が

望
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
今

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
訪
問
介
護
だ

け
が
減
額
改
定
と
な
っ
た
。
全
国
的
に
は

訪
問
介
護
施
設
の
４
割
が
赤
字
事
業
所
で

年
々
倒
産
件
数
も
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

市
の
実
態
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　魚
沼
市
に
お
け
る
介
護
施
設
数
と

要
介
護
者
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　令
和
６
年
９
月
現
在
、訪
問
型
５
、

通
所
型
23
、
小
規
模
多
機
能
型
５
、
入
所

系
施
設
18
の
計
51
事
業
所
で
あ
る
。
要
介

護
認
定
者
数
は
、
令
和
６
年
３
月
末
で
、

２
，
３
５
６
人
で
あ
る
。

　
　
　要
介
護
認
定
を
受
け
て
も
サ
ー
ビ

ス
の
未
利
用
者
は
何
人
か
。

　
　
　令
和
５
年
度
実
績
で
、
３
６
６
人

で
あ
る
。

　
　
　認
知
症
の
人
は
何
人
か
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
不
要
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
考
え

る
が
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　医
師
意
見
書
で
認
知
機
能
の
低
下

と
さ
れ
た
人
は
、令
和
５
年
度
末
で
約
２
，

４
０
０
人
で
あ
る
。
対
応
は
、
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
の
配
置
、
運
動
機
能
・
口

腔
機
能
向
上
の
普
及
啓
発
、
高
齢
者
見
守

り
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
の
人

材
確
保
策
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　サ
ー
ビ
ス
の
種
別
を
特
定
せ
ず
、

全
事
業
所
、
資
格
者
等
へ
の
様
々
な
補
助

を
行
い
、
個
人
に
は
、
就
職
支
援
金
、
資

格
取
得
促
進
支
援
金
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支

援
補
助
な
ど
の
資
格
取
得
・
更
新
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
園
、
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
を

　
　
　魚
沼
市
は
、
水
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

は
じ
め
「
食
材
の
宝
庫
」
で
あ
る
。

　保
育
園
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
図
る

時
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　保
育
園
等
の
給
食
費
は
、
副
食
費

負
担
を
市
独
自
の
軽
減
策
に
よ
り
既
に
無

償
化
と
し
て
い
る
。
公
立
園
の
主
食
費
は

実
費
負
担
と
物
価
高
騰
に
よ
る
値
上
が
り

分
は
市
が
負
担
す
る
。
給
食
費
は
、
材
料

費
相
当
分
を
保
護
者
負
担
と
し
、
施
設
の

維
持
管
理
費
等
は
、
市
の
予
算
で
対
応
し

て
い
る
。
昨
今
の
物
価
高
騰
で
給
食
費
の

値
上
げ
も
必
要
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
子
ど
も
た
ち
の

食
を
支
援
す
る
。

問問問 答答答

問問 答答

大桃　俊彦

生
活
の
し
や
す
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

高野甲子雄

訪
問
介
護
の
人
材
確
保
を

図
れ
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　北
部
地
域
の
今
後
10
年
間
の
人
口
予
測

値
デ
ー
タ
を
読
み
取
る
と
、
大
き
な
危
機

感
を
感
じ
た
。
北
部
地
域
の
高
齢
化
率
、

２
０
２
５
年
は
53
・
１
％
、
10
年
後
の
２

０
３
５
年
は
57
・
２
％
で
あ
る
。

　今
ま
で
地
域
を
支
え
て
き
た
前
期
高
齢

者
が
後
期
高
齢
者
へ
と
移
行
し
、
超
高
齢

化
社
会
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
集

落
の
様
々
な
事
業
等
が
更
に
困
難
に
な

り
、
限
界
の
状
態
と
な
る
。
ま
た
、
高
齢

者
世
帯
の
増
加
な
ど
、
日
常
生
活
の
買
物

や
通
院
へ
の
移
動
手
段
問
題
や
冬
季
除
雪

問
題
の
困
難
さ
が
増
し
て
く
る
。
さ
ら
に

は
、
災
害
発
生
時
の
避
難
対
応
の
問
題
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　市
長
は
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む
中

山
間
地
域
集
落
の
営
み
を
ど
の
よ
う
に
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
か
、
そ
の
見

解
を
問
う
。

　
　
　持
続
可
能
な
集
落
の
営
み
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　行
政
の
力
だ
け
で
は
克
服
で
き
な

い
問
題
も
多
く
あ
り
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
、
民
間
事
業
者
の
力
も
借

り
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
地

域
で
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
様
々
な
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
有
効
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
導
入
を
検
討
し

て
い
く
。
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
地

域
振
興
や
生
活
支
援
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　持
続
可
能
な
自
治
会
組
織（
集
落
）

の
在
り
方
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　若
者
や
女
性
か
ら
も
参
加
で
き
る

よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
押
し
付
け
で

な
い
よ
う
な
自
治
会
活
動
を
皆
で
話
し
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　今
後
の
集
落
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
集
落
座
談
会
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　主
体
は
自
治
会
と
い
う
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
集
落
支
援
員
が
中
に
入
り
橋

渡
し
的
な
形
で
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
座
談
会
へ
の
取
組
も
ど
う
い
っ
た

在
り
方
が
い
い
か
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

問問 答答

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
安
心
し
て
遊
べ
る
室

内
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
　室
内
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
よ
い
公
共

施
設
の
場
所
を
、
一
定
の
時
間
帯
だ
け
で

も
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　改
め
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
よ
い
場
所

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
身
近
な
公
共
施

設
で
あ
る
公
民
館
な
ど
で
、
他
の
利
用
者

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
利
用
上
の
ル
ー

ル
を
守
っ
た
う
え
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　令
和
７
年
４
月
に
開
館
予
定
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
い
ら
」
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
人
の
目
を
気
に
せ
ず
ゲ

ー
ム
遊
び
を
し
て
よ
い
ス
ペ
ー
ス
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　
　市
民
広
場
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
が
用

意
し
て
あ
り
、
自
由
に
遊
ん
で
よ
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
具
体
的
な
遊
び
方
は
今
後
検

討
し
て
い
く
。

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

４
月
に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
︵
全
国
学
力
テ
ス
ト
︶

に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
市
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
は
ど
う
か
。

　
　
　小
学
校
・
中
学
校
共
に
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
と
の
差

も
広
が
っ
て
い
る
。

　
　
　一
部
の
生
徒
は
、
長
岡
の
中
学
校

へ
行
く
傾
向
が
あ
る
。
市
内
の
学
力
レ
ベ

ル
が
下
が
り
続
け
る
と
、
益
々
こ
の
よ
う

な
傾
向
が
強
く
出
る
か
と
思
わ
れ
心
配
で

あ
る
。
学
力
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　危
機
的
状
況
と
捉
え
改
善
に
努
め

る
。
指
導
主
事
が
教
職
員
と
共
同
し
な
が

ら
具
体
的
な
授
業
作
り
を
進
め
る
。ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
指
導

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
て

い
な
い
。

問問 答答

問 問答 答

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

魚
沼
市
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

横山　正樹

10
年
先
を
見
据
え
た
集
落

維
持
に
つ
い
て
問
う

　健
康
保
険
に
関
わ
る
市
民
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
中
、
独
自
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
以
下
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

　
　
　窓
口
負
担
の
減
免
規
定
が
あ
る
。

対
象
者
が
生
活
保
護
基
準
の
１
・
15
倍
、

徴
収
猶
予
は
６
カ
月
で
あ
る
。
こ
の
要
件

の
拡
充
を
行
わ
な
い
か
。

　
　
　本
市
の
国
保
会
計
の
現
状
で
は
、

仮
に
独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
た
場
合
に

会
計
運
営
を
圧
迫
し
、
国
保
税
を
引
き
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
る
。
結
果
と

し
て
被
保
険
者
へ
の
負
担
増
に
な
る
た

め
、
減
免
措
置
の
拡
充
は
慎
重
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
し
た
人

数
、
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
７
月
末
時
点
で
、
被

保
険
者
６
，
６
８
０
人
の
う
ち
４
，
４
８

７
人
で
、
割
合
は
67
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

防
災
に
つ
い
て

　
　
　避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
行

っ
て
い
る
の
か
、そ
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　３
日
間
以
内
の
対
応
を
想
定
し
た

短
期
編
と
、
４
日
以
上
を
想
定
し
た
長
期

編
の
２
種
類
を
整
備
し
、
総
合
防
災
訓
練

等
に
活
用
し
て
い
る
。

　
　
　能
登
半
島
地
震
を
見
れ
ば
、
避
難

の
長
期
化
を
見
据
え
た
整
備
は
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
対
応
を
問
う
。

　
　
　整
備
は
、
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
長
期
化
す
る
前
に
民
間
宿
泊

施
設
や
賃
貸
住
宅
等
に
移
り
、
少
し
で
も

快
適
な
環
境
で
過
ご
せ
る
た
め
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
の
規
模
に
よ

っ
て
広
域
避
難
の
必
要
性
も
あ
り
、
近
隣

自
治
体
ま
で
対
象
の
範
囲
を
広
げ
準
備
を

進
め
て
い
く
。

原
発
に
つ
い
て

　
　
　住
民
の
日
常
の
備
え
、
放
射
能
の

飛
散
が
起
き
た
時
の
避
難
方
法
な
ど
長
岡

市
の
よ
う
な
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　長
岡
市
を
は
じ
め
県
内
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
市
民
向
け
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　原
発
事
故
時
に
は
、
自
治
体
が
判

断
し
決
め
て
い
く
責
務
が
あ
る
。
住
民
が

安
心
で
き
な
い
ま
ま
何
年
も
経
つ
。
こ
の

ま
ま
再
稼
働
な
ど
で
き
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　以
前
お
答
え
し
た
と
お
り
、
私
が

発
言
す
る
立
場
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問問問 答答答

問問問 答答 答

　
　
　農
作
物
の
被
害
は
毎
年
発
生
し
、

農
業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
を
招
い
て
い

る
。
ま
た
、
温
泉
地
で
の
ク
マ
や
他
の
害

獣
の
出
没
、
痕
跡
の
発
見
な
ど
来
訪
者
や

観
光
関
係
者
の
不
安
が
大
き
い
。
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て

い
る
か
。

　
　
　農
産
物
被
害
対
策
で
は
、電
気
柵
、

箱
罠
の
設
置
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

見
回
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
思
う
よ
う

な
効
果
は
な
い
。
観
光
関
係
者
に
は
早
朝

の
ゴ
ミ
処
理
の
励
行
や
注
意
喚
起
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　温
泉
地
の
橋
の
欄
干
に
サ
ル
が
腰

か
け
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
友
好

都
市
か
ら
来
訪
す
る
児
童
生
徒
等
に
害
が

及
ば
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。
人
間
の
領
域

に
侵
入
し
な
い
よ
う
駆
除
や
追
い
払
い
な

ど
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
な
ら
ば

何
ら
か
の
手
立
て
を
研
究
し
対
応
す
る
。

地
域
の
維
持
に
つ
い
て

　
　
　人
口
減
少
に
伴
い
若
者
・
地
域
の

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
。
中
山
間
地
域

の
自
然
生
活
環
境
を
守
る
に
は
周
辺
地
域

の
維
持
が
課
題
で
あ
る
。
地
域
の
維
持
に

は
農
業
や
冬
期
間
の
消
雪
の
た
め
の
水
路

や
農
道
な
ど
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
等
対
策
で
補
修
工
事
を
実
施
す
る

際
、
事
業
完
了
後
の
地
元
負
担
の
市
へ
の

年
度
内
一
括
支
払
が
原
則
だ
が
、
数
箇
年

の
分
割
支
払
い
が
可
能
と
な
る
よ
う
条
例

等
の
仕
組
み
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　分
担
金
徴
収
条
例
の
改
正
等
の
対

応
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　担
い
手
が
減
少
し
、
各
種
対
応
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
将
来

に
向
け
災
害
対
応
工
事
を
可
能
と
し
、
地

域
の
維
持
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
る
よ
う
要
請
す
る
。

　
　
　研
究
し
て
い
く
。

問問 答答

問問 答答

国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽

減
を
問
う

大平　恭児

富永三千敏

農
業
と
観
光
に
お
け
る
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

ら
ん
か
ん
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０
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。
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で
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
座
談
会
へ
の
取
組
も
ど
う
い
っ
た

在
り
方
が
い
い
か
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

問問 答答

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
安
心
し
て
遊
べ
る
室

内
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
　室
内
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
よ
い
公
共

施
設
の
場
所
を
、
一
定
の
時
間
帯
だ
け
で

も
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　改
め
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
よ
い
場
所

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
身
近
な
公
共
施

設
で
あ
る
公
民
館
な
ど
で
、
他
の
利
用
者

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
利
用
上
の
ル
ー

ル
を
守
っ
た
う
え
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　令
和
７
年
４
月
に
開
館
予
定
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
い
ら
」
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
人
の
目
を
気
に
せ
ず
ゲ

ー
ム
遊
び
を
し
て
よ
い
ス
ペ
ー
ス
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　
　市
民
広
場
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
が
用

意
し
て
あ
り
、
自
由
に
遊
ん
で
よ
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
具
体
的
な
遊
び
方
は
今
後
検

討
し
て
い
く
。

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

４
月
に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
︵
全
国
学
力
テ
ス
ト
︶

に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
市
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
は
ど
う
か
。

　
　
　小
学
校
・
中
学
校
共
に
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
と
の
差

も
広
が
っ
て
い
る
。

　
　
　一
部
の
生
徒
は
、
長
岡
の
中
学
校

へ
行
く
傾
向
が
あ
る
。
市
内
の
学
力
レ
ベ

ル
が
下
が
り
続
け
る
と
、
益
々
こ
の
よ
う

な
傾
向
が
強
く
出
る
か
と
思
わ
れ
心
配
で

あ
る
。
学
力
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　危
機
的
状
況
と
捉
え
改
善
に
努
め

る
。
指
導
主
事
が
教
職
員
と
共
同
し
な
が

ら
具
体
的
な
授
業
作
り
を
進
め
る
。ま
た
、

一
人
ひ
と
り
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
指
導

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
て

い
な
い
。

問問 答答

問 問答 答

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

魚
沼
市
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

横山　正樹

10
年
先
を
見
据
え
た
集
落

維
持
に
つ
い
て
問
う

　健
康
保
険
に
関
わ
る
市
民
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
中
、
独
自
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
以
下
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

　
　
　窓
口
負
担
の
減
免
規
定
が
あ
る
。

対
象
者
が
生
活
保
護
基
準
の
１
・
15
倍
、

徴
収
猶
予
は
６
カ
月
で
あ
る
。
こ
の
要
件

の
拡
充
を
行
わ
な
い
か
。

　
　
　本
市
の
国
保
会
計
の
現
状
で
は
、

仮
に
独
自
の
減
免
制
度
を
設
け
た
場
合
に

会
計
運
営
を
圧
迫
し
、
国
保
税
を
引
き
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
る
。
結
果
と

し
て
被
保
険
者
へ
の
負
担
増
に
な
る
た

め
、
減
免
措
置
の
拡
充
は
慎
重
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
し
た
人

数
、
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
６
年
度
７
月
末
時
点
で
、
被

保
険
者
６
，
６
８
０
人
の
う
ち
４
，
４
８

７
人
で
、
割
合
は
67
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

防
災
に
つ
い
て

　
　
　避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
行

っ
て
い
る
の
か
、そ
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　３
日
間
以
内
の
対
応
を
想
定
し
た

短
期
編
と
、
４
日
以
上
を
想
定
し
た
長
期

編
の
２
種
類
を
整
備
し
、
総
合
防
災
訓
練

等
に
活
用
し
て
い
る
。

　
　
　能
登
半
島
地
震
を
見
れ
ば
、
避
難

の
長
期
化
を
見
据
え
た
整
備
は
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
対
応
を
問
う
。

　
　
　整
備
は
、
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
長
期
化
す
る
前
に
民
間
宿
泊

施
設
や
賃
貸
住
宅
等
に
移
り
、
少
し
で
も

快
適
な
環
境
で
過
ご
せ
る
た
め
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
の
規
模
に
よ

っ
て
広
域
避
難
の
必
要
性
も
あ
り
、
近
隣

自
治
体
ま
で
対
象
の
範
囲
を
広
げ
準
備
を

進
め
て
い
く
。

原
発
に
つ
い
て

　
　
　住
民
の
日
常
の
備
え
、
放
射
能
の

飛
散
が
起
き
た
時
の
避
難
方
法
な
ど
長
岡

市
の
よ
う
な
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　長
岡
市
を
は
じ
め
県
内
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
市
民
向
け
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　原
発
事
故
時
に
は
、
自
治
体
が
判

断
し
決
め
て
い
く
責
務
が
あ
る
。
住
民
が

安
心
で
き
な
い
ま
ま
何
年
も
経
つ
。
こ
の

ま
ま
再
稼
働
な
ど
で
き
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　以
前
お
答
え
し
た
と
お
り
、
私
が

発
言
す
る
立
場
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問問問 答答答

問問問 答答 答

　
　
　農
作
物
の
被
害
は
毎
年
発
生
し
、

農
業
者
の
営
農
意
欲
の
減
退
を
招
い
て
い

る
。
ま
た
、
温
泉
地
で
の
ク
マ
や
他
の
害

獣
の
出
没
、
痕
跡
の
発
見
な
ど
来
訪
者
や

観
光
関
係
者
の
不
安
が
大
き
い
。
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て

い
る
か
。

　
　
　農
産
物
被
害
対
策
で
は
、電
気
柵
、

箱
罠
の
設
置
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

見
回
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
思
う
よ
う

な
効
果
は
な
い
。
観
光
関
係
者
に
は
早
朝

の
ゴ
ミ
処
理
の
励
行
や
注
意
喚
起
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　温
泉
地
の
橋
の
欄
干
に
サ
ル
が
腰

か
け
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
友
好

都
市
か
ら
来
訪
す
る
児
童
生
徒
等
に
害
が

及
ば
な
い
か
危
惧
さ
れ
る
。
人
間
の
領
域

に
侵
入
し
な
い
よ
う
駆
除
や
追
い
払
い
な

ど
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
な
ら
ば

何
ら
か
の
手
立
て
を
研
究
し
対
応
す
る
。

地
域
の
維
持
に
つ
い
て

　
　
　人
口
減
少
に
伴
い
若
者
・
地
域
の

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
。
中
山
間
地
域

の
自
然
生
活
環
境
を
守
る
に
は
周
辺
地
域

の
維
持
が
課
題
で
あ
る
。
地
域
の
維
持
に

は
農
業
や
冬
期
間
の
消
雪
の
た
め
の
水
路

や
農
道
な
ど
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
等
対
策
で
補
修
工
事
を
実
施
す
る

際
、
事
業
完
了
後
の
地
元
負
担
の
市
へ
の

年
度
内
一
括
支
払
が
原
則
だ
が
、
数
箇
年

の
分
割
支
払
い
が
可
能
と
な
る
よ
う
条
例

等
の
仕
組
み
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　分
担
金
徴
収
条
例
の
改
正
等
の
対

応
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　担
い
手
が
減
少
し
、
各
種
対
応
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
将
来

に
向
け
災
害
対
応
工
事
を
可
能
と
し
、
地

域
の
維
持
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
る
よ
う
要
請
す
る
。

　
　
　研
究
し
て
い
く
。

問問 答答

問問 答答

国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽

減
を
問
う

大平　恭児

富永三千敏

農
業
と
観
光
に
お
け
る
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

ら
ん
か
ん
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
は

市
民
か
ら
好
評
だ
が
、
令
和
５
年
度
は
予

算
を
使
い
切
ら
ず
残
し
た
。
す
で
に
希
望

者
の
申
請
が
一
巡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
止
め
て
い
た
３
回
目
以

降
の
申
請
も
受
け
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
事
業
の
制
度
設
計
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
向
け
た
住
宅
に
対
す
る
補
助
や
市
産
材

活
用
な
ど
、
今
後
、
建
築
組
合
や
建
築
士

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　市
で
は
２
０
５
０
年
に
向
け
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
標
榜
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
民
生
分
野
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
大
部
分
を
占
め
る
住
宅
の
省
エ
ネ
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。
市
民
の
積
極

的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
成
果
は
得
ら
れ
な

い
。
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

雪
国
型
Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
導
入
促
進
補
助
金
は
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
、
住
宅
の
新
築
を
考

え
て
い
る
方
か
ら
、
複
数
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
省
エ
ネ
住
宅
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
国
県

の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
効
果
を
加
速
で
き
る
事
業

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　市
営
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
も
全
く

進
ん
で
い
な
い
。
今
後
空
き
室
と
な
っ
た

部
屋
ご
と
に
壁
の
断
熱
や
窓
サ
ッ
シ
の
入

れ
替
え
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
に
改
修
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　公
営
住
宅
の
管
理
棟
数
が
多
く
、

老
朽
化
が
進
み
、
省
エ
ネ
改
修
ま
で
及
ん

で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
公
営
住

宅
の
再
編
整
備
を
含
め
、
大
規
模
改
修
工

事
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
窓
サ
ッ
シ
の
断
熱
化
な
ど
、

内
部
改
修
や
外
壁
改
修
と
あ
わ
せ
て
省
エ

ネ
改
修
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
、
新
た
に
不
要

住
宅
の
解
体
費
助
成
を
始
め
た
が
、
募
集

と
審
査
の
関
係
か
ら
７
月
末
ま
で
工
事
に

着
手
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
遅
く
と
も

５
月
末
ま
で
に
許
可
を
出
せ
な
い
か
。

　
　
　年
度
内
に
補
助
対
象
工
事
を
完
了

さ
せ
る
た
め
、
降
雪
前
の
時
期
に
解
体
工

事
が
集
中
す
る
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
工

期
時
期
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金

交
付
申
請
時
期
の
前
倒
し
を
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問問 答答

問問 答答

　
　
　保
護
者
か
ら
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
無
償
化
を
望
む
声
が
強
く
出
て
い

る
。国
に
よ
る
無
償
化
も
展
望
で
き
る
中
、

市
長
が
判
断
す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　物
価
高
騰
の
中
、
市
の
負
担
で
給

食
費
を
据
え
置
い
て
い
る
。
無
償
化
で
は

大
き
な
財
政
負
担
が
継
続
す
る
こ
と
に
な

る
。
18
歳
ま
で
ず
っ
と
支
援
し
て
い
く
、

伴
走
型
の
子
育
て
支
援
が
大
事
だ
。

　
　
　市
内
の
有
機
栽
培
米
の
団
体
と
提

携
し
、
学
校
給
食
に
最
初
は
限
定
的
で
も

一
定
量
を
供
給
し
て
も
ら
う
よ
う
、
協
議

す
べ
き
だ
。

　
　
　現
状
は
安
定
し
た
供
給
量
確
保
が

困
難
だ
が
、
市
で
は
有
機
栽
培
普
及
拡
大

を
推
進
し
て
お
り
、
栽
培
供
給
量
や
予
算

面
の
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

訪
問
介
護
事
業
者
の
減
少
に
ど
う
対
応
す

る
か　

　
　市
内
訪
問
介
護
事
業
者
数
が
５
か

ら
２
に
減
少
し
た
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

家
族
と
共
に
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
と
い

う
お
年
寄
り
の
要
望
に
寄
り
添
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
原
因
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
対

策
を
た
て
る
か
。

　
　
　職
員
の
高
齢
化
や
、
一
人
訪
問
対

応
に
一
定
の
経
験
を
要
す
な
ど
、
人
材
育

成
の
難
し
さ
も
要
因
と
捉
え
て
い
る
。
本

市
が
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
職
員
の
訪
問

移
動
に
多
く
の
時
間
も
要
す
。引
き
続
き
、

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
事
業
者
へ
の
支

援
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

　
　
　４
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
訪
問

介
護
報
酬
相
当
分
を
、
例
え
ば
訪
問
手
当

と
し
て
一
件
あ
た
り
一
定
の
手
当
を
新
設

し
て
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　ま
だ
報
酬
改
定
が
始
ま
っ
て
数
箇

月
で
あ
り
、
今
後
の
各
事
業
所
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
適
当
で

あ
る
か
、
常
に
考
え
続
け
た
い
。

問問問 答答

問 答答

魚
沼
市
の
住
宅
政
策
を
問
う

佐藤　　肇

佐藤　達雄

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い

て
問
う

　近
年
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
小
中
学
校
体
育
館
内

で
の
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
が
快
適
に
運
動
や
遊
び

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
環
境
整
備
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　魚
沼
市
の
体
育
館
も
冷
暖
房
エ
ア
コ

ン
、
ま
た
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど

の
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　夏
休
み
期
間
、
堀
之
内
体
育
館
、

小
出
郷
総
合
体
育
館
に
設
置
し
た
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　市
内
の
施
設
利
用
者
や
、
合
宿
、

大
会
等
の
利
用
者
か
ら
お
お
む
ね
快
適
で

あ
っ
た
と
い
う
声
を
も
ら
っ
て
お
り
、
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　今
期
、
導
入
に
か
か
っ
た
費
用
は

い
く
ら
か
。

　
　
　ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
レ
ン
タ

ル
、
運
搬
費
用
１
３
２
万
円
、
発
電
機
の

レ
ン
タ
ル
、
運
搬
費
用
約
33
万
円
、
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
と
発
電
機
の
接
続
費
用
約

30
万
円
、
合
計
約
１
９
５
万
円
。

　
　
　来
年
以
降
、再
度
導
入
す
る
の
か
。

　
　
　今
回
、
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　導
入
箇
所
は
追
加
す
る
の
か
。

　
　
　設
置
す
る
機
器
に
よ
り
電
源
設
備

の
改
修
等
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
施
設
の
改
修
の
要
否
や
利
用
頻
度
、

避
難
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
優
先
順
位

を
考
慮
し
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　避
難
所
を
兼
ね
て
い
る
体
育
館
は

優
先
し
て
早
急
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
よ
る
利
用
者
の
反
応
等
を
踏
ま
え
、
ほ

か
の
施
設
を
含
め
た
利
用
頻
度
や
経
費
、

財
源
等
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

※

堀
之
内
体
育
館
２
台
・
小
出
郷
総
合
体

育
館
２
台
の
計
４
台
を
１
カ
月
間
使
用

問問 答答

問 問問 答 答答

　厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
内
閣

府
調
査
も
、
基
本
的
に
「
ひ
き
こ
も
り
は

疾
患
概
念
で
は
な
く
一
つ
の
状
態
で
あ

る
」と
の
視
点
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、

ひ
き
こ
も
り
と
は
本
来
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
正
常
な
防
衛
反
応
の
一
つ
で
あ
り
、

「
困
難
な
状
態
で
あ
る
人
」
と
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で

次
の
点
を
問
う
。

　
　
　以
前
は
教
育
委
員
会
で
「
ひ
き
こ

も
り
」
を
所
管
し
て
い
た
が
、
健
康
増
進

課
の
所
管
に
な
っ
た
。
所
管
替
え
に
よ
っ

て
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
が
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
た
か
。

　
　
　学
校
教
育
課
で
は
保
健
師
２
名
体

制
で
の
支
援
だ
っ
た
が
、
幅
広
い
年
代
に

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
お
り
、
健
康
増
進
課

の
地
区
担
当
保
健
師
が
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
人
を
含
め
世

帯
全
体
の
健
康
状
態
や
生
活
状
況
を
捉

え
、
継
続
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
　
　サ
ポ
ー
ト
体
制
が
県
や
社
協
が
担

っ
て
い
る
事
業
が
多
い
が
連
携
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
４
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
支
援
調
整
会
議
に
お
い
て
取

組
を
共
有
し
て
い
る
。
今
後
、
現
状
と
課

題
を
出
し
合
い
、取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　ひ
き
こ
も
り
を
「
病
気
」
扱
い
す

る
こ
と
な
く
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
派

生
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
家
族
サ
ポ
ー
ト
、
個
人
サ
ポ
ー
ト
、

集
団
サ
ポ
ー
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
魚
沼
市
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　保
健
師
ま
た
は
、
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
員
が
継
続
し
て
関
わ
り
、
本
人
の

意
向
を
聴
き
な
が
ら
、
居
場
所
や
就
労
に

関
す
る
相
談
先
を
紹
介
し
て
い
る
。
家
族

へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
約
２
カ
月
に
１
回
、

家
族
を
対
象
と
し
た
座
談
会
を
行
い
、
家

族
同
士
で
近
況
を
話
す
場
を
設
け
て
い

る
。
集
団
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
、

10
月
21
日
に
ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会
を

開
催
し
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
理
解
を
深

め
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

問問 答

問 答答

星　　直樹

体
育
館
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
問
う

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い

て
問
う

渡辺　一美

※



1415 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
は

市
民
か
ら
好
評
だ
が
、
令
和
５
年
度
は
予

算
を
使
い
切
ら
ず
残
し
た
。
す
で
に
希
望

者
の
申
請
が
一
巡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
止
め
て
い
た
３
回
目
以

降
の
申
請
も
受
け
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
事
業
の
制
度
設
計
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
向
け
た
住
宅
に
対
す
る
補
助
や
市
産
材

活
用
な
ど
、
今
後
、
建
築
組
合
や
建
築
士

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　市
で
は
２
０
５
０
年
に
向
け
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
標
榜
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
民
生
分
野
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
大
部
分
を
占
め
る
住
宅
の
省
エ
ネ
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。
市
民
の
積
極

的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
成
果
は
得
ら
れ
な

い
。
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

雪
国
型
Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
導
入
促
進
補
助
金
は
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
、
住
宅
の
新
築
を
考

え
て
い
る
方
か
ら
、
複
数
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
省
エ
ネ
住
宅
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
国
県

の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
効
果
を
加
速
で
き
る
事
業

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　市
営
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
も
全
く

進
ん
で
い
な
い
。
今
後
空
き
室
と
な
っ
た

部
屋
ご
と
に
壁
の
断
熱
や
窓
サ
ッ
シ
の
入

れ
替
え
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
に
改
修
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　公
営
住
宅
の
管
理
棟
数
が
多
く
、

老
朽
化
が
進
み
、
省
エ
ネ
改
修
ま
で
及
ん

で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
公
営
住

宅
の
再
編
整
備
を
含
め
、
大
規
模
改
修
工

事
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
窓
サ
ッ
シ
の
断
熱
化
な
ど
、

内
部
改
修
や
外
壁
改
修
と
あ
わ
せ
て
省
エ

ネ
改
修
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
、
新
た
に
不
要

住
宅
の
解
体
費
助
成
を
始
め
た
が
、
募
集

と
審
査
の
関
係
か
ら
７
月
末
ま
で
工
事
に

着
手
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
遅
く
と
も

５
月
末
ま
で
に
許
可
を
出
せ
な
い
か
。

　
　
　年
度
内
に
補
助
対
象
工
事
を
完
了

さ
せ
る
た
め
、
降
雪
前
の
時
期
に
解
体
工

事
が
集
中
す
る
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
工

期
時
期
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金

交
付
申
請
時
期
の
前
倒
し
を
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問問 答答

問問 答答

　
　
　保
護
者
か
ら
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、
無
償
化
を
望
む
声
が
強
く
出
て
い

る
。国
に
よ
る
無
償
化
も
展
望
で
き
る
中
、

市
長
が
判
断
す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　物
価
高
騰
の
中
、
市
の
負
担
で
給

食
費
を
据
え
置
い
て
い
る
。
無
償
化
で
は

大
き
な
財
政
負
担
が
継
続
す
る
こ
と
に
な

る
。
18
歳
ま
で
ず
っ
と
支
援
し
て
い
く
、

伴
走
型
の
子
育
て
支
援
が
大
事
だ
。

　
　
　市
内
の
有
機
栽
培
米
の
団
体
と
提

携
し
、
学
校
給
食
に
最
初
は
限
定
的
で
も

一
定
量
を
供
給
し
て
も
ら
う
よ
う
、
協
議

す
べ
き
だ
。

　
　
　現
状
は
安
定
し
た
供
給
量
確
保
が

困
難
だ
が
、
市
で
は
有
機
栽
培
普
及
拡
大

を
推
進
し
て
お
り
、
栽
培
供
給
量
や
予
算

面
の
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

訪
問
介
護
事
業
者
の
減
少
に
ど
う
対
応
す

る
か　

　
　市
内
訪
問
介
護
事
業
者
数
が
５
か

ら
２
に
減
少
し
た
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

家
族
と
共
に
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
と
い

う
お
年
寄
り
の
要
望
に
寄
り
添
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
原
因
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
対

策
を
た
て
る
か
。

　
　
　職
員
の
高
齢
化
や
、
一
人
訪
問
対

応
に
一
定
の
経
験
を
要
す
な
ど
、
人
材
育

成
の
難
し
さ
も
要
因
と
捉
え
て
い
る
。
本

市
が
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
職
員
の
訪
問

移
動
に
多
く
の
時
間
も
要
す
。引
き
続
き
、

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
事
業
者
へ
の
支

援
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

　
　
　４
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
訪
問

介
護
報
酬
相
当
分
を
、
例
え
ば
訪
問
手
当

と
し
て
一
件
あ
た
り
一
定
の
手
当
を
新
設

し
て
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　ま
だ
報
酬
改
定
が
始
ま
っ
て
数
箇

月
で
あ
り
、
今
後
の
各
事
業
所
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
適
当
で

あ
る
か
、
常
に
考
え
続
け
た
い
。

問問問 答答

問 答答

魚
沼
市
の
住
宅
政
策
を
問
う

佐藤　　肇

佐藤　達雄

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い

て
問
う

　近
年
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
小
中
学
校
体
育
館
内

で
の
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
が
快
適
に
運
動
や
遊
び

が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
環
境
整
備
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　魚
沼
市
の
体
育
館
も
冷
暖
房
エ
ア
コ

ン
、
ま
た
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど

の
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　夏
休
み
期
間
、
堀
之
内
体
育
館
、

小
出
郷
総
合
体
育
館
に
設
置
し
た
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　市
内
の
施
設
利
用
者
や
、
合
宿
、

大
会
等
の
利
用
者
か
ら
お
お
む
ね
快
適
で

あ
っ
た
と
い
う
声
を
も
ら
っ
て
お
り
、
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　今
期
、
導
入
に
か
か
っ
た
費
用
は

い
く
ら
か
。

　
　
　ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
レ
ン
タ

ル
、
運
搬
費
用
１
３
２
万
円
、
発
電
機
の

レ
ン
タ
ル
、
運
搬
費
用
約
33
万
円
、
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
と
発
電
機
の
接
続
費
用
約

30
万
円
、
合
計
約
１
９
５
万
円
。

　
　
　来
年
以
降
、再
度
導
入
す
る
の
か
。

　
　
　今
回
、
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　導
入
箇
所
は
追
加
す
る
の
か
。

　
　
　設
置
す
る
機
器
に
よ
り
電
源
設
備

の
改
修
等
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
施
設
の
改
修
の
要
否
や
利
用
頻
度
、

避
難
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
優
先
順
位

を
考
慮
し
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　避
難
所
を
兼
ね
て
い
る
体
育
館
は

優
先
し
て
早
急
に
設
置
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
よ
る
利
用
者
の
反
応
等
を
踏
ま
え
、
ほ

か
の
施
設
を
含
め
た
利
用
頻
度
や
経
費
、

財
源
等
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

※

堀
之
内
体
育
館
２
台
・
小
出
郷
総
合
体

育
館
２
台
の
計
４
台
を
１
カ
月
間
使
用

問問 答答

問 問問 答 答答

　厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
内
閣

府
調
査
も
、
基
本
的
に
「
ひ
き
こ
も
り
は

疾
患
概
念
で
は
な
く
一
つ
の
状
態
で
あ

る
」と
の
視
点
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、

ひ
き
こ
も
り
と
は
本
来
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
正
常
な
防
衛
反
応
の
一
つ
で
あ
り
、

「
困
難
な
状
態
で
あ
る
人
」
と
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で

次
の
点
を
問
う
。

　
　
　以
前
は
教
育
委
員
会
で
「
ひ
き
こ

も
り
」
を
所
管
し
て
い
た
が
、
健
康
増
進

課
の
所
管
に
な
っ
た
。
所
管
替
え
に
よ
っ

て
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
が
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
た
か
。

　
　
　学
校
教
育
課
で
は
保
健
師
２
名
体

制
で
の
支
援
だ
っ
た
が
、
幅
広
い
年
代
に

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
お
り
、
健
康
増
進
課

の
地
区
担
当
保
健
師
が
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
人
を
含
め
世

帯
全
体
の
健
康
状
態
や
生
活
状
況
を
捉

え
、
継
続
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
　
　サ
ポ
ー
ト
体
制
が
県
や
社
協
が
担

っ
て
い
る
事
業
が
多
い
が
連
携
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

　
　
　令
和
４
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
支
援
調
整
会
議
に
お
い
て
取

組
を
共
有
し
て
い
る
。
今
後
、
現
状
と
課

題
を
出
し
合
い
、取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　ひ
き
こ
も
り
を
「
病
気
」
扱
い
す

る
こ
と
な
く
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
派

生
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
家
族
サ
ポ
ー
ト
、
個
人
サ
ポ
ー
ト
、

集
団
サ
ポ
ー
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
魚
沼
市
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　保
健
師
ま
た
は
、
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
員
が
継
続
し
て
関
わ
り
、
本
人
の

意
向
を
聴
き
な
が
ら
、
居
場
所
や
就
労
に

関
す
る
相
談
先
を
紹
介
し
て
い
る
。
家
族

へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
約
２
カ
月
に
１
回
、

家
族
を
対
象
と
し
た
座
談
会
を
行
い
、
家

族
同
士
で
近
況
を
話
す
場
を
設
け
て
い

る
。
集
団
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
、

10
月
21
日
に
ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会
を

開
催
し
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
理
解
を
深

め
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

問問 答

問 答答

星　　直樹

体
育
館
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
問
う

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い

て
問
う

渡辺　一美
※
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８
月
20
日
・
９
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
０
号
〜
１
１
２
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

下
島
地
内
の
市
貸
付
地
に
残
存
す
る
住
宅

の
対
応
に
つ
い
て

問
　
市
が
当
該
住
宅
を
取
り
壊
す
た
め
に

必
要
と
な
る
裁
判
費
用
や
解
体
費
の
予
算

措
置
を
す
る
の
は
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

市
内
空
き
家
対
策
事
業
と
の
整
合
は
図
れ

る
か
。

答
　
空
き
家
が
市
有
地
に
残
存
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
市
有
地
の
今
後
の

利
用
や
地
域
の
危
険
箇
所
排
除
の
要
望
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
整
合
は
図
れ
て

い
る
。

３
　
そ
の
他

①
　
魚
沼
市
過
疎
地
域
特
別
発
展
計
画

︵
変
更
案
︶
に
つ
い
て

②
　﹁
わ
か
あ
ゆ
社
﹂
の
移
転
に
係
る
Ｊ

Ａ
魚
沼
と
の
財
産
交
換
に
つ
い
て

問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
市
有
地

と
Ｊ
Ａ
魚
沼
の
元
Ａ
コ
ー
プ
と
小
出
支
店

の
土
地
の
交
換
後
は
、
そ
の
２
棟
を
改
修

し
て
利
用
す
る
の
か
。

答
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
の
相
談
と
な
る
。

③
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
移
転
に
つ
い
て

問
　
何
筆
取
得
予
定
か
。

答
　
13
地
権
者
、
54
筆
、
総
面
積
１
万
６
，

２
５
７
㎡
と
な
る
。

④
　
契
約
議
案
等
に
係
る
事
務
処
理
誤
り

事
案
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

⑤
　﹁
魚
沼
市
監
査
基
準
﹂、﹁
魚
沼
市
監

査
委
員
処
務
及
び
監
査
規
定
﹂
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

⑥
　
防
災
資
材
等
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て

⑦
　
車
中
泊
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

⑧
　
10
月
23
日
︵
中
越
地
震
発
生
日
︶
に

お
け
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

⑨
　
本
庁
舎
脇
県
教
職
員
住
宅
の
現
状
と

今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　県
か
ら
の
無
償
譲
渡
の
提
案
に
つ
い
て

執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
本
庁
舎
脇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
民

間
等
が
買
収
す
る
よ
り
行
政
財
産
と
し
て

取
得
し
、
利
活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

答
　
行
政
と
し
て
利
用
方
法
の
具
体
例
は

幾
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
懸
念
材
料
だ
。

⑩
　
新
潟
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
開

始
に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

県
の
届
け
出
制
度
開
始
に
伴
い
市
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
市
と
県
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
違
い
が
あ

る
の
か
。

答
　
県
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
利
用

の
届
け
出
が
あ
っ
た
市
民
に
対
し
、
魚
沼

市
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
。他
の
自
治
体
と
も
違
う
部
分
も
あ
る
。

⑪
　
請
求
書
等
へ
の
押
印
見
直
し
に
つ
い
て

問
　
全
国
的
な
取
組
か
。

答
　
全
国
的
に
も
県
内
も
事
例
は
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
意
味
も
含
め
窓
口
に
来
な

く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
よ
う
進
め

た
い
。

⑫
　
入
広
瀬
分
室
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

化
に
つ
い
て

８
月
29
日
・
９
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
３
号

魚
沼
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問
　
市
内
で
家
庭
的
保
育
事
業
所
は
何
箇

所
あ
る
か
。

答
　
入
広
瀬
保
育
室
の
１
カ
所
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

議
案
第
１
１
４
号

魚
沼
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
１
１
５
号

健
康
保
険
証
の
制
度
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
つ
い
て

問
　
加
入
医
療
保
険
資
格
情
報
が
分
か
る

書
類
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
各
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
加
入
医

療
保
険
の
資
格
が
分
か
る
書
類
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
保
険
証
等
の
こ
と
で
あ
る
。

総
務
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

議
案
第
１
１
３
号
〜
１
１
５
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
契
約
案
件
と

専
決
事
項
に
つ
い
て

　当
初
図
書
館
部
分
に
配
置
す
る
一
般
書

架
に
つ
い
て
、
備
品
購
入
で
設
置
を
す
る

予
定
と
し
て
い
た
が
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
機
械
設

備
工
事
と
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
備
品
購
入
で
は
な
く
建
築
工
事
で

施
工
す
る
こ
と
と
し
た
。
施
設
に
一
体
の

も
の
と
し
て
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
併
特
例
債
の
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う

こ
と
で
、
財
源
の
確
保
と
い
う
面
か
ら
も

こ
う
し
た
変
更
を
行
っ
た
。

②
　
令
和
６
年
度
土
地
評
価
替
に
係
る
評

価
額
誤
り
に
つ
い
て
の
現
況
報
告
及
び
土

地
評
価
替
に
係
る
評
価
額
誤
り
の
再
発
防

止
策
に
つ
い
て

　令
和
６
年
８
月
９
日
付
け
で
、
納
税
義

務
者
へ
の
対
応
と
し
て
「
税
額
変
更
通
知

書
」
と
「
お
詫
び
」
を
送
付
し
た
。

　今
回
の
事
案
も
確
認
の
徹
底
と
確
認
作

業
を
実
際
に
行
っ
た
結
果
を
残
す
こ
と
に

よ
っ
て
防
げ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
回

の
こ
と
を
十
分
反
省
し
、
今
後
は
一
層
気

を
引
き
締
め
て
事
務
処
理
に
あ
た
り
た
い
。

③
　
青
島
野
球
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー
ス
に

係
る
債
務
負
担
行
為
の
期
間
の
変
更
に
つ

い
て

④
　
法
人
市
民
税
確
定
申
告
に
伴
う
中
間

納
付
額
の
歳
出
還
付
に
よ
る
予
備
費
充
用

に
つ
い
て

⑤
　
守
門
診
療
所
の
テ
ナ
ン
ト
室
に
つ
い
て

⑥
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
搬
入

用
道
路
概
略
設
計
調
査
に
つ
い
て

問
　
入
る
と
き
も
出
る
と
き
も
３
方
向
か

ら
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

答
　
現
在
高
速
の
側
道
に
つ
い
て
は
、
す

れ
違
い
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
３
方

向
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
片
側
一
車
線

ず
つ
、
す
れ
違
い
が
で
き
る
道
路
整
備
と

考
え
て
い
る
。

７
月
18
日
、
８
月
28
日
、
９
月
13
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
８
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
排
水
圧
送

管
・
堤
外
水
路
設
置
工
事
の
入
札
結
果
に

つ
い
て

②
　
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
考
え
方
、

方
向
性
に
つ
い
て

問
　
３
月
ま
で
と
期
限
が
決
ま
っ
て
い
る

中
で
、
現
状
に
お
い
て
目
標
地
図
は
ま
と

ま
り
そ
う
か
。
進

　状
況
、
所
感
を
聞
か

せ
て
欲
し
い
。

答
　
来
年
３
月
の
段
階
で
は
、
現
状
の
地

図
に
な
っ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
随
時
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

③
　
市
内
ス
キ
ー
場
の
存
続
に
向
け
た
中

間
報
告
に
つ
い
て

問
　
３
組
織
が
新
し
い
法
人
を
つ
く
っ
て

進
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
新
し
い
法
人
を
つ
く
る
方
向
で
進
ん

で
い
る
。
中
小
企
業
診
断
士
の
指
導
で
、

新
会
社
を
つ
く
っ
て
か
ら
今
の
３
組
織
を

解
散
し
な
い
と
、
財
産
の
清
算
の
と
き
に

相
手
方
が
い
な
く
な
る
の
で
、
新
設
を
し

て
か
ら
、
３
組
織
が
解
散
を
す
る
と
い
う

手
順
に
な
る
。

④
　
そ
の
他

●
企
業
派
遣
型
地
域
活
性
化
起
業
人
の
協

定
に
つ
い
て

問
　
令
和
５
年
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
起
業
人
の
制
度
は
、
月
の
半
分
以
上

は
魚
沼
市
の
業
務
に
従
事
し
、
月
の
半
分

は
派
遣
を
し
た
企
業
で
勤
務
す
る
と
い
う

制
度
で
あ
る
。
昨
年
度
か
ら
検
討
を
始
め

て
令
和
６
年
度
の
予
算
で
決
定
し
、
今
回

協
定
を
締
結
し
た
。

●
新
潟
ト
ラ
ン
シ
ス
㈱
の
除
雪
機
械
の
性

能
試
験
に
お
け
る
不
適
切
行
為
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
対
応
は
し
っ
か
り
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
国
県
の
対
応
も
こ
れ
か
ら
徐
々
に
話

が
進
ん
で
い
く
と
思
う
の
で
、
国
県
の
対

応
を
見
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
等
事
業
費
補

助
金
︵
酷
暑
乗
り
切
り
緊
急
支
援
︶
に
つ

い
て

問
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
値
段
は
今
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

※

１
　
新
潟
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
双
方
又
は
一
方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
あ
る
お
二
人
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
県
へ
届
出
を

行
い
、
県
は
届
出
受
領
証
等
を
交
付
し
て
、

届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
性
に
関

す
る
多
様
性
を
多
く
の
方
が
認
識
し
、
理

解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
抱
え

る
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
軽
減
な
ど
、
暮

ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

※

２
　
地
域
計
画

　
概
ね
10
年
後
を
見
据
え
、
誰
が
ど
の
農

地
で
ど
の
よ
う
に
農
業
を
進
め
て
い
く
か

を
地
域
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
ま
と
め
る

計
画
で
す
。
現
況
地
図
を
見
な
が
ら
話
し

合
い
を
進
め
、
10
年
後
に
目
指
す
べ
き
﹁
目

標
地
図
﹂
を
作
成
し
、
担
い
手
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
農
地
継
承
を
目
指
し
ま
す
。

※

１

※

２



1617 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

８
月
20
日
・
９
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
０
号
〜
１
１
２
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

下
島
地
内
の
市
貸
付
地
に
残
存
す
る
住
宅

の
対
応
に
つ
い
て

問
　
市
が
当
該
住
宅
を
取
り
壊
す
た
め
に

必
要
と
な
る
裁
判
費
用
や
解
体
費
の
予
算

措
置
を
す
る
の
は
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

市
内
空
き
家
対
策
事
業
と
の
整
合
は
図
れ

る
か
。

答
　
空
き
家
が
市
有
地
に
残
存
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
市
有
地
の
今
後
の

利
用
や
地
域
の
危
険
箇
所
排
除
の
要
望
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
整
合
は
図
れ
て

い
る
。

３
　
そ
の
他

①
　
魚
沼
市
過
疎
地
域
特
別
発
展
計
画

︵
変
更
案
︶
に
つ
い
て

②
　﹁
わ
か
あ
ゆ
社
﹂
の
移
転
に
係
る
Ｊ

Ａ
魚
沼
と
の
財
産
交
換
に
つ
い
て

問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
市
有
地

と
Ｊ
Ａ
魚
沼
の
元
Ａ
コ
ー
プ
と
小
出
支
店

の
土
地
の
交
換
後
は
、
そ
の
２
棟
を
改
修

し
て
利
用
す
る
の
か
。

答
　
今
後
、
指
定
管
理
者
と
の
相
談
と
な
る
。

③
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
移
転
に
つ
い
て

問
　
何
筆
取
得
予
定
か
。

答
　
13
地
権
者
、
54
筆
、
総
面
積
１
万
６
，

２
５
７
㎡
と
な
る
。

④
　
契
約
議
案
等
に
係
る
事
務
処
理
誤
り

事
案
の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

⑤
　﹁
魚
沼
市
監
査
基
準
﹂、﹁
魚
沼
市
監

査
委
員
処
務
及
び
監
査
規
定
﹂
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

⑥
　
防
災
資
材
等
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て

⑦
　
車
中
泊
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

⑧
　
10
月
23
日
︵
中
越
地
震
発
生
日
︶
に

お
け
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

⑨
　
本
庁
舎
脇
県
教
職
員
住
宅
の
現
状
と

今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　県
か
ら
の
無
償
譲
渡
の
提
案
に
つ
い
て

執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
本
庁
舎
脇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
民

間
等
が
買
収
す
る
よ
り
行
政
財
産
と
し
て

取
得
し
、
利
活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

答
　
行
政
と
し
て
利
用
方
法
の
具
体
例
は

幾
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
懸
念
材
料
だ
。

⑩
　
新
潟
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
開

始
に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

県
の
届
け
出
制
度
開
始
に
伴
い
市
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
市
と
県
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
違
い
が
あ

る
の
か
。

答
　
県
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
利
用

の
届
け
出
が
あ
っ
た
市
民
に
対
し
、
魚
沼

市
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
。他
の
自
治
体
と
も
違
う
部
分
も
あ
る
。

⑪
　
請
求
書
等
へ
の
押
印
見
直
し
に
つ
い
て

問
　
全
国
的
な
取
組
か
。

答
　
全
国
的
に
も
県
内
も
事
例
は
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
意
味
も
含
め
窓
口
に
来
な

く
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
よ
う
進
め

た
い
。

⑫
　
入
広
瀬
分
室
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

化
に
つ
い
て

８
月
29
日
・
９
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
３
号

魚
沼
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問
　
市
内
で
家
庭
的
保
育
事
業
所
は
何
箇

所
あ
る
か
。

答
　
入
広
瀬
保
育
室
の
１
カ
所
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

議
案
第
１
１
４
号

魚
沼
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
１
１
５
号

健
康
保
険
証
の
制
度
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
つ
い
て

問
　
加
入
医
療
保
険
資
格
情
報
が
分
か
る

書
類
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
各
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
加
入
医

療
保
険
の
資
格
が
分
か
る
書
類
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
保
険
証
等
の
こ
と
で
あ
る
。

総
務
委
員
会
報
告

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

議
案
第
１
１
３
号
〜
１
１
５
号

※
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
契
約
案
件
と

専
決
事
項
に
つ
い
て

　当
初
図
書
館
部
分
に
配
置
す
る
一
般
書

架
に
つ
い
て
、
備
品
購
入
で
設
置
を
す
る

予
定
と
し
て
い
た
が
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
機
械
設

備
工
事
と
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
備
品
購
入
で
は
な
く
建
築
工
事
で

施
工
す
る
こ
と
と
し
た
。
施
設
に
一
体
の

も
の
と
し
て
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
併
特
例
債
の
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う

こ
と
で
、
財
源
の
確
保
と
い
う
面
か
ら
も

こ
う
し
た
変
更
を
行
っ
た
。

②
　
令
和
６
年
度
土
地
評
価
替
に
係
る
評

価
額
誤
り
に
つ
い
て
の
現
況
報
告
及
び
土

地
評
価
替
に
係
る
評
価
額
誤
り
の
再
発
防

止
策
に
つ
い
て

　令
和
６
年
８
月
９
日
付
け
で
、
納
税
義

務
者
へ
の
対
応
と
し
て
「
税
額
変
更
通
知

書
」
と
「
お
詫
び
」
を
送
付
し
た
。

　今
回
の
事
案
も
確
認
の
徹
底
と
確
認
作

業
を
実
際
に
行
っ
た
結
果
を
残
す
こ
と
に

よ
っ
て
防
げ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
回

の
こ
と
を
十
分
反
省
し
、
今
後
は
一
層
気

を
引
き
締
め
て
事
務
処
理
に
あ
た
り
た
い
。

③
　
青
島
野
球
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー
ス
に

係
る
債
務
負
担
行
為
の
期
間
の
変
更
に
つ

い
て

④
　
法
人
市
民
税
確
定
申
告
に
伴
う
中
間

納
付
額
の
歳
出
還
付
に
よ
る
予
備
費
充
用

に
つ
い
て

⑤
　
守
門
診
療
所
の
テ
ナ
ン
ト
室
に
つ
い
て

⑥
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
搬
入

用
道
路
概
略
設
計
調
査
に
つ
い
て

問
　
入
る
と
き
も
出
る
と
き
も
３
方
向
か

ら
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

答
　
現
在
高
速
の
側
道
に
つ
い
て
は
、
す

れ
違
い
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
３
方

向
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
片
側
一
車
線

ず
つ
、
す
れ
違
い
が
で
き
る
道
路
整
備
と

考
え
て
い
る
。

７
月
18
日
、
８
月
28
日
、
９
月
13
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
１
８
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
排
水
圧
送

管
・
堤
外
水
路
設
置
工
事
の
入
札
結
果
に

つ
い
て

②
　
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
考
え
方
、

方
向
性
に
つ
い
て

問
　
３
月
ま
で
と
期
限
が
決
ま
っ
て
い
る

中
で
、
現
状
に
お
い
て
目
標
地
図
は
ま
と

ま
り
そ
う
か
。
進

　状
況
、
所
感
を
聞
か

せ
て
欲
し
い
。

答
　
来
年
３
月
の
段
階
で
は
、
現
状
の
地

図
に
な
っ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
随
時
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

③
　
市
内
ス
キ
ー
場
の
存
続
に
向
け
た
中

間
報
告
に
つ
い
て

問
　
３
組
織
が
新
し
い
法
人
を
つ
く
っ
て

進
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
新
し
い
法
人
を
つ
く
る
方
向
で
進
ん

で
い
る
。
中
小
企
業
診
断
士
の
指
導
で
、

新
会
社
を
つ
く
っ
て
か
ら
今
の
３
組
織
を

解
散
し
な
い
と
、
財
産
の
清
算
の
と
き
に

相
手
方
が
い
な
く
な
る
の
で
、
新
設
を
し

て
か
ら
、
３
組
織
が
解
散
を
す
る
と
い
う

手
順
に
な
る
。

④
　
そ
の
他

●
企
業
派
遣
型
地
域
活
性
化
起
業
人
の
協

定
に
つ
い
て

問
　
令
和
５
年
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
起
業
人
の
制
度
は
、
月
の
半
分
以
上

は
魚
沼
市
の
業
務
に
従
事
し
、
月
の
半
分

は
派
遣
を
し
た
企
業
で
勤
務
す
る
と
い
う

制
度
で
あ
る
。
昨
年
度
か
ら
検
討
を
始
め

て
令
和
６
年
度
の
予
算
で
決
定
し
、
今
回

協
定
を
締
結
し
た
。

●
新
潟
ト
ラ
ン
シ
ス
㈱
の
除
雪
機
械
の
性

能
試
験
に
お
け
る
不
適
切
行
為
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
対
応
は
し
っ
か
り
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
国
県
の
対
応
も
こ
れ
か
ら
徐
々
に
話

が
進
ん
で
い
く
と
思
う
の
で
、
国
県
の
対

応
を
見
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
等
事
業
費
補

助
金
︵
酷
暑
乗
り
切
り
緊
急
支
援
︶
に
つ

い
て

問
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
値
段
は
今
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
委
員
会
報
告

※

１
　
新
潟
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
双
方
又
は
一
方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
あ
る
お
二
人
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
県
へ
届
出
を

行
い
、
県
は
届
出
受
領
証
等
を
交
付
し
て
、

届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
性
に
関

す
る
多
様
性
を
多
く
の
方
が
認
識
し
、
理

解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
抱
え

る
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
軽
減
な
ど
、
暮

ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

※

２
　
地
域
計
画

　
概
ね
10
年
後
を
見
据
え
、
誰
が
ど
の
農

地
で
ど
の
よ
う
に
農
業
を
進
め
て
い
く
か

を
地
域
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
ま
と
め
る

計
画
で
す
。
現
況
地
図
を
見
な
が
ら
話
し

合
い
を
進
め
、
10
年
後
に
目
指
す
べ
き
﹁
目

標
地
図
﹂
を
作
成
し
、
担
い
手
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
農
地
継
承
を
目
指
し
ま
す
。

※

１

※

２
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先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！行政視察報告行政視察報告行政視察報告
市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。

答

　民
間
事
業
者
が
供
給
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
場
合
、
同
じ
地
域
に
い
な
が
ら
も
加
入

し
た
時
期
等
に
よ
っ
て
値
段
が
一
律
で
は

な
い
と
も
聞
く
。
た
だ
、
都
市
ガ
ス
に
比

べ
熱
量
単
位
で
換
算
し
た
場
合
に
、
２
倍

程
度
に
な
る
よ
う
だ
。

問

　Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
使
用
地
域
に
は
何
か
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。
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　Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
新
潟
県
が
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。
直
近
の
と
こ
ろ
で
は
、
令

和
６
年
８
月
の
使
用
料
に
つ
い
て
一
律
１

世
帯
あ
た
り
５
３
０
円
の
支
援
行
っ
て
い
る
。

　８
月
28
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
作
業
及
び
集
計
結
果
の
方
法
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
協
議
の
結
果
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
に
つ
い
て
は
各
分
科
会
に
割
り

振
っ
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

　９
月
11
日
に
総
務
分
科
会
、
12
日
に
福

祉
文
教
分
科
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、
13
日
に
産
業
建
設
分
科

会
を
開
催
し
、
そ
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ぞ
れ
の
分
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で
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
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・
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を
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う
こ

と
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た
。
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を
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催
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、
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況
及
び
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定
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ケ
ジ
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ー
ル
予
定
と
魚
沼
市
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計
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定
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
案
︶
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　10
月
１
日
に
総
務
分
科
会
、
２
日
に
福

祉
文
教
分
科
会
、
３
日
に
産
業
建
設
分
科

会
を
開
催
し
、
提
言
事
項
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
各

分
科
会
で
集
計
し
た
分
析
結
果
を
提
言
と

し
て
ま
と
め
、
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
で
総
意
を
と
り
、
11
月
に
議
長
名
で

市
長
に
提
言
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

①群馬県太田市
「SUBARU 群馬製作所矢島工場」
①群馬県太田市
「SUBARU 群馬製作所矢島工場」
❶群馬県太田市
「SUBARU 群馬製作所矢島工場」

〔７月９日〜10日〕産業建設委員会産業建設委員会

①長野県中野市①長野県中野市❶長野県中野市 ②長野県伊那市②長野県伊那市❷長野県伊那市 ③長野県南箕輪村③長野県南箕輪村❸長野県南箕輪村

〔８月６日〜７日〕総 務 委 員 会総 務 委 員 会

①富山県小矢部市①富山県小矢部市❶富山県小矢部市 ②石川県小松市②石川県小松市❷石川県小松市
③滋賀県野洲市
　（野洲クリーンセンター）
③滋賀県野洲市
　（野洲クリーンセンター）
❸滋賀県野洲市
　（野洲クリーンセンター）

〔７月22日〜24日〕福祉文教委員会福祉文教委員会

空き家対策への地域おこし
協力隊制度の活用について
100均空き家マッチングについて

介護、高齢者支援事業の
先進例について

ライドシェア「 i -Chan」に
ついて

余熱利用施設整備運営事業に
ついて

アイサイト自動運転技術に
ついて

②千葉県木更津市②千葉県木更津市❷千葉県木更津市

電子地域通貨「アクアコイン」
について

災害時の動きを地域で共有す
る地域タイムラインについて

人口自然増（出生率増加）の
村について

※

３

　議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

　第
３
次
魚
沼
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け

た
議
会
か
ら
の
提
言
事
項
の
資
料
と
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。

※

３

　「おでかけ安心シール配布事
業」、「徘徊高齢者家族支援事業」、
夏休み「おやこで介護のお仕事」
見学バスツアーなど、様々な事業
を行っている。特に、「わたした
ちの介護保険・高齢者の生活支援
サービスガイドブック」は、わか
りやすい冊子であり、当市でも参
考にすべきと感じた。

③千葉県大多喜町③千葉県大多喜町❸千葉県大多喜町

「いすみ鉄道」を活用した
観光誘客について

　ＪＲが運行している中で、地域
の活性化に只見線を活用し乗客を
増やす取組につなげたいと感じた。

　地域おこし協力隊募集の際に、
宅建資格者や建築士資格者と限定
して空き家対策に取り組むように
したのは参考になった。当市も空
き家対策やエリアリノベーション
によるまちづくりを今後考えてい
くなら建築や都市デザイン系の協
力隊を募集してはどうかと思った。

　移住者の村長だからこその新た
な気付きや目線による取組が住民

の信頼を得て功を奏
している部分がある。
南箕輪村の持ち合わ
せる資源が人の集ま
るものばかりだった。

　地区避難計画の達成率も高く、
地区の方々の防災意識の高さも感
心した。小学校等の防災教室等の
講師を地元防災士が務めるほか、
地域防災コーディネーター養成講
座等実施して人材育成に力を入れ
ている点も防災意識高揚に繋がっ
ていると感じた。最新の通信技術
と人とのつながりを十分深めるこ
とにより地
域防災力の
すそ野が広
がるのだと
強く感じた。

　廃棄物可燃処理は24時間稼働
しないと温水の供給が不十分であ

るため、常時フル稼働して
いる。ＰＦＩ方式による設
計、建設、施設運営を行っ
ている。当市においても新
ごみ処理施設整備構想が決
まり、排熱エネルギー利用
の検討が始まり、今後の参
考になった。　

　ドライバー確保が難しく、タク
シー運行で対応できない時間帯の
17時から24時まで、木曜・金曜・
土曜・日曜に運行している。ドラ
イバーは、システム運営会社に委
託契約で登録を行い運行してい
る。ドライバーの中には、市が副
業を認めている市職員の登録もあ
る。導入するには、多額の費用が
必要であ
り十分な
調査が必
要である。

　追突被害軽減ブレーキ搭載が
「国産車の新型車」に義務化され
たが、各自動車メーカーが競い
合ってより安全性の高いシステム
になることが期待される。海外で
も日本の技術が採用されているこ
とに日本の技術者や技術が世界を
リードしてい
ることを改め
て認識すると
ともに誇りに
思った。

　携帯アプリを利用
した地域通貨の可能
性は、これから益々
広がっていくと感じた。特にＢtoＢで地域間の経済循環が
活発になると、地域経済の底上げにつながると感じた。当
市でも早急に導入に向けた準備をされたい。

公式 YouTube チャンネル公式 YouTube チャンネル公式 YouTube チャンネルをぜひご覧ください
市議会の様子がYouTubeにてご覧になれます。より開かれた議会を目指し発信していきます。

ぜひチャンネル登録をお願いします。

魚沼市議会
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先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！先進地に学ぶ！行政視察報告行政視察報告行政視察報告
市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。市の課題や先進地事例を調査するため、常任委員会で行政視察を行いました。
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Ｐ
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南箕輪村の持ち合わ
せる資源が人の集ま
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たが、各自動車メーカーが競い
合ってより安全性の高いシステム
になることが期待される。海外で
も日本の技術が採用されているこ
とに日本の技術者や技術が世界を
リードしてい
ることを改め
て認識すると
ともに誇りに
思った。
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した地域通貨の可能
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　新
潟
県
唯
一
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
が
魚
沼
市
に
あ
る
。

　マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
昭
和

50
年
代
初
め
福
井
県
の
あ
る

職
員
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
考
案
し
た
。

当
時
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
用

具
を
利
用
し
て
い
た
が
現
在

は
専
用
の
用
具
が
考
案
さ
れ

て
い
る
。

　さ
ほ
ど
体
力
は
必
要
で
は

な
く
、
野
原
や
高
原
の
広
い

敷
地
に
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

る
。
中
に
は
林
間
コ
ー
ス
も

あ
る
。
ル
ー
ル
は
い
た
っ
て

簡
単
で
、
ゴ
ル
フ
に
近
い
。

少
な
い
打
数
で
カ
ッ
プ
イ
ン

す
る
だ
け
で
あ
る
。
全
国
大

会
や
北
信
越
地
区
な
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　発
祥
は
福
井
県
だ
が
、
長

野
県
で
急
速
に
普
及
し
全
国

に
広
ま
っ
た
。
長
野
県
で
は

全
市
町
村
に
１
つ
以
上
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
県
民
が

プ
レ
ー
し
て
い
る
。
健
康
寿

命
が
男
女
と
も
全
国
１
位
で

あ
る
の
も
頷
け
る
。

　若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
一
度
は
体
験
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　（富
永
三
千
敏
）

あ
と
が
き

　２会場に分かれて開催します。

　１人１人と向き合って率直なご意見をお聞きし、今後の議会活動に反映
していきます。
　予約不要ですので直接会場にお越しください。
　参加すると行政ポイント50ポイントが付与されます。

10/31

※当日はこの議会だよりをお持ちください。

日　　時

10月31日㈭
午後７時から
午後８時30分

地　　域

湯之谷地域

入広瀬地域

宇津野集落
開発センター

穴沢
ふれあい会館

会　　場 内　　　　容

【第１部】 議案の報告、質疑など

【第２部】 意見交換会

市
民
の
声

● 

字
数
３
０
０
字
程
度

● 

住
所
・
氏
名
︵
匿
名
で
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
︶

送り先

魚
沼
市
議
会
事
務
局

〒
９
４
６
｜

８
６
０
１

魚
沼
市
小
出
島
９
１
０
番
地

﹁
市
民
の
声
﹂の

　
　
　  

原
稿
を
募
集
し
ま
す

・定例会・補正予算・議案賛否の状況

・令和５年度決算審査

・決算審査特別委員会質疑

・反対・賛成討論

・聞かせて！ あなたの声「Vo i ce」

・一般質問

・常任・特別委員会報告

・行政視察報告

・市民の声・議会TOP ICS・あとがき

 2〜3

 4

 5〜6

 7

 8

 9〜15

16〜18

18〜19

20

……………

………………………………

…………………………

……………………………………

………………

……………………………………………

……………………………

………………………………………

……………

【発行責任者】　議長　森島 守人
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こんにちは

魚沼市議会です

令和6年

第3回定例会
No.87

C o n t e n t s

二
分

　薄
井

　洋
一
さ
ん

佐
梨

阿
達

　孝
裕
さ
ん

　初
め
ま
し
て
、
私
は
中
学
生
・
小
学
生

の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
、
一

緒
に
体
を
動
か
し
て
、
遊
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
す
。
中
学
生
の
次

男
坊
が
卓
球
に
興
味
を
持
ち
、
真
剣
に
部

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
す
が
、

「
部
活
動
地
域
移
行
」
で
、
学
校
で
の
放

課
後
部
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
地

域
の
サ
ー
ク
ル
や
、
大
人
た
ち
と
一
緒
に

技
術
を
学
ぶ
と
い
う
動
き
に
代
わ
っ
て
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
困
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
一
つ
に
、
現
場
ま
で
の
送
迎
で

す
。
両
親
共
働
き
の
時
代
に
、
送
迎
が
な

い
と
や
り
た
い
卓
球
が
で
き
な
い
と
い
う

問
題
で
す
。
部
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
学
校
の

友
達
と
で
き
な
く
な
る
の
は
、
目
的
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

大
会
で
勝
つ
た
め
に
練
習
に
励
む
と
い
う

考
え
で
は
な
い
子
も
い
ま
す
。
同
じ
時
間

を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
い
う
子
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？ 

学
校
に
指
導
者
か
ら
来
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
優
先
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　こ
の
地
を
知
り
通
い
続
け
て
30
年
、
東

京
か
ら
移
住
し
て
８
年
。
守
門
岳
を
眺
め

な
が
ら
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
魚
沼
で
の
生

活
は
、
す
っ
か
り
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ふ
る
さ
と
で
一
生
過

ご
そ
う
と
、
お
米
も
無
農
薬
天
日
干
し
で

育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

ふ
る
さ
と
を
一
瞬
で
奪
う
の
が
原
発
事
故

で
す
。
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
と

て
つ
も
な
い
被
害
が
あ
り
、
今
で
も
核
燃

料
を
冷
や
し
続
け
る
た
め
に
大
量
の
放
射

能
汚
染
水
を
海
に
捨
て
て
い
ま
す
。
原
発

と
の
共
存
は
で
き
な
い
の
に
、
今
ま
た
柏

崎
刈
羽
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
い
く
ら
立
派
な
高
速
道
路
を
造

っ
て
も
原
発
事
故
が
起
き
て
し
ま
え
ば
、

放
射
能
汚
染
に
よ
り
ど
こ
へ
逃
げ
て
も
避

難
す
る
場
所
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。
大
切

な
ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
声
を
あ
げ
後
世
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

原
発
の
再
稼
働
を
さ
せ
な
い
意
思
表
示
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

魚沼BBQもつ焼き大会

只見線応援もみ殻アート

市制施行20周年記念ポロシャツ着用

（第３会定例会本会議において）

議会TOPICS

−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）
−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）
−あなたの声を聞かせてください−

市民の声を聞く会（議会報告会）

市制20周年おめでとう市制20周年おめでとう


